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カ凄わります

子
ど
も
の
人
権
を
[

守
ろ
う

し
仁

な
揺
栂

心
ぬ
よ
う

日～10日は人権
月9日は障害者の

は“
遠

ズ
、
ハ
ン
セ
ン
病
等
に
対
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

エ
イ偏

見
、

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

3年12月10日国連総会て「世界

れました。「人権」はだれも

せに生きるためになく

られ

日を「人権週間」と定の人権擁護

を進めています。

また．昭和56年12月9日は国際連合が「障害者

の権利宣言」を採択した日。日本てはこの日を「障害

者の日」．さらに12月3日～9日を「障害者週間」と

定め．障害者の社会参加と理解を深めるための期間

としました。

この機会に市内てもさまさまな催しが行われま

皆さんもぜひ参加され、人権とは何力＼障害

巻く課題解決のために何がてきるのかを

囲の方たちと考えてみませんか。

の
人
々
に
対
す
る

を
深
め
よ
う

題
を
正
し
く
1

別
を
な
く
そ
‘

る
人
の
完
全

実
現
し
よ
‘

ふ

ろ

し

き

風
呂
敷
の
す
す
め

n
野
キ
｀
長
（
ひ
ろ
み
ち

且
＂
や
礼
融

ご
み
改
革
か
ら
丸
三
年
。
ご
み
減

量
市
民
懇
談
会
を
地
域
別
に
開
催
し

ま
し
た
が
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
家
庭
ご
み
に
つ
い

て
は
今
も
五
割
弱
の
減
量
効
果
が
続

い
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
皆
様
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
と
は
言

え
、
や
や
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や

分
別
の
乱
れ
な
ど
気
が
か
り
で
す
。

そ
こ
で
お
礼
と
と
も
に
今
後
の
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
課
題
は
、

分
別
の
徹
底
と
生
ご
み
及
び
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
系
ご
み
の
減
量
で
す
。

出
席
者
か
ら
は
積
極
的
な
発
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
減
量
に
努
力
し

て
い
る
皆
様
の
知
恵
を
、
ご
み
ゼ
ロ

社
会
を
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

つ
な

り
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
今
、
ご
み
減
量
推
進
市
民

会
議
と
協
働
で
『
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
j

を
進
め
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
断
ろ

う
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て
買
い
物

に
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
際
、
風
呂
敷
も
す
す
め
た

い
。
日
本
人
の
生
活
の
知
恵
を
象
徴

す
る
風
呂
敷
。
畳
ん
で
し
ま
え
ば
場

所
を
と
ら
な
い
小
さ
な
布
な
の
に
、

と
が

丸
い
物
か
ら
尖
っ
た
物
ま
で
自
在
に

収
め
て
し
ま
う
。
布
の
し
な
や
か
さ

に
染
物
の
美
し
さ
ま
で
備
え
て
い

る
。
ま
さ
に
日
本
文
化
の
優
れ
も
の

で
す
。最

初
は
風
呂
場
で
脱
い
だ
着
物
を

他
人
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
敷
い
た

布
だ
っ
た
か
ら
風
呂
敷
。
そ
れ
が
い

っ
し
か
着
物
を
包
む
役
割
に
変
わ
っ

て
き
た
の
で
す
。

F
1
レ
ー
ス
で
有

名
な
佐
藤
琢
磨
選
手
も
風
呂
敷
を
愛

用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

年
末
を
控
え
、
旅
行
や
買
い
物
に

は
風
呂
敷
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
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富
岳
太
鼓
は
静
岡
県
御
殿
場
市
に

あ
る
、
社
会
福
祉
法
人
富
岳
会
の
施

設
を
利
用
す
る
知
的
障
害
者
で
構
成

す
る
チ
ー
ム
で
す
。
障
害
者
の
文
化

・
芸
術
活
動
の
場
と
し
て
海
外
か
ら

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
好
評
だ
っ
た
大
道
芸
や

バ
ザ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
市
役
所

前
市
民
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1112
月
7
日
⑲
午
前
11
時
か

ら
と
午
後
2
時
30
分
か
ら
の

2
回

▽
会
場
11
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
費
用
11
一
般
前
売
り
1
千
円
（
当

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
障
害
者
美
術

展
実
行
委
員
会
（
中
村
6
5
9
2
.
3
4

0
9
)
 

「
人
権
週
間
」
に
特
別

啓
発
行
事
を
開
催

日
1

千
2
0
0
円
）
、
中
学
生
以
下
•
6
5
歳

以
上
・
障
害
者
前
売
り
800
円
（
当
日

1
千
円
）
※
前
売
券
を
発
売
中

▽
同
時
イ
ベ
ン
ト
11
障
害
者
施
設
に

よ
る
自
主
製
品
販
売
・
バ
ザ
ー
、
模

擬
店
、
大
道
芸
げ

▽
後
援
11
日
野
市
、
日
野
市
教
育
委

員
会
、
日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

※
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
は
、
市
内
障
害

者
施
設
に
寄
付
さ
れ
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
知
的
障
害
者
更
生
施

設
す
ず
か
け
の
家

(
6
5
9
1
.
7
5
6

1
晒
5
9
1
.
7
5
6
9
)
、
市
障
害
福
祉

課

i
-
＇
ー

障
害
者
の
自
立
と
人
権

＼
誰
で
も
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て

▽
日
時
1112
月
6
日
山
午
後
1
時
30

分
＼

4
時
30
分

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

11
①
講
演
…
茂
木
俊
彦
氏

（
東
京
都
立
大
学
総
長
）
②
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…
市
内
に
お
住

ま
い
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
か
ら

▽
日
時
1112
月
12
日
細
＼
1
4
日
⑮
午

前
10
時
＼
午
後
6
時
※
1
4
日
は
午
後

3
時
ま
で

▽
会
場
11
市
民
会
館
展
示
室

「
暮
ら
し
と
自
立
」
に
つ
い
て
問
題

提
起
※
申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ

▽
主
催
11
日
野
市
民
人
権
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会

▽
問
合
せ
先
11
日
野
市
障
害
者
関
係

団
体
連
絡
協
議
会
（
樋
口
〖59
9
.
7

2
9
9
園
5
9
9
.
7
2
0
3
)

＿
誓
．
翌
一
塁
匿
菌
．

1
'

出
会
い
と
ふ
れ
あ
い
の
美
術
展

マ
人
権
デ
ー
「
地
域
座
談
会
」
（
学
び

・
気
つ
き
の
場
）

5
直
接
会
場
へ

▽
日
時
1110
日
困
午
後
2
時
＼

4
時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
テ
ー
マ

11
実
践
は
力
な
り
＼
人
権

擁
護
委
員
と
し
て

25
年
の
実
践
か
ら

▽
講
師
11
平
清
太
郎
氏
（
法
務
省
人

権
擁
護
委
員
）

マ
人
権
週
間
子
ど
も
の
人
権
相
談

（
電
話
・
面
接
・
匿
名
相
談
可
）

▽
日
時
1
1
4
日
困
＼
10
日
困

▽
内
容
11
子
ど
も
の
人
権
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
に
よ
る
、
い
じ
め
、
体
罰
、
セ

ク
ハ
ラ
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
な
ど

の
相
談

▽
電
話

(
F
A
X
)
番
号
11
昼
間
042

.
3
7
1
.
2
4
6
6
／
夜
間
5
9
1
.
2
3

1
5
※
F
A
X
は
24
時
間
受
付

ァ
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
（
笑
顔
で

キ
ャ
ン
プ
ー•
)
5檜
原
フ
ァ
イ
ト
村

▽
日
程
1
1
1
4
日
⑲
※
日
帰
り

ぷ

が

く

「
富
岳
太
鼓
」
公
演
＆
イ
ベ
ン
ト

人
権
擁
護
委
員

1
2
月
の
活
動

▽
内
容
11
お
も
ち
つ
き
を
し
よ
う
！

▽
対
象
1
1
小
・
中
学
生

▽
定
員
11
先
着
10
人

▽
費
用
1
1
2
千
円
（
交
通
費
・
保
険

料
己

▽
申
込
み
1110
日
困
（
必
着
）
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒

1
9
1
|
0
0
2
2
新
井
863

の
64
平
清
太
郎
へ

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
で

人
権
擁
護
と
い
う
仕
事
に
理
解
の
あ

る
方
を
市
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
し
ま
す
。
日
野
市
で
は

4
人

の
方
が
委
嘱
を
受
け
、
人
権
を
侵
さ

れ
た
人
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
救
済

す
る
な
ど
、
正
し
い
人
権
思
想
の
普

及
、
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
委
員
氏
名
（
敬
称
略
）
1
1
平
清
太

郎

(
6
5
9
1
.
2
3
1
5
)
、
千
葉
憲
雄

(
6
5
9
2
.
2
6
1
4
)
、
平
澤
千
鶴
子

(
6
5
8
7
.
8
0
8
8
)
、
片
岡
千
壽
子

(
6
5
9
1
.
4
1
7
3
)
 

▽
問
合
せ
先
11
市
長
公
室
市
民
相
談

担
当■平

成
15
年
度
東
京
都
人
権
週
問
行

事文
講
演
と
映
画
の
集
い

▽
日
時
1112
月
9
日
因
午
後
1
時
30

aの
ふ
れ
壱
つ
イ
ペ

冒

分
か
ら

▽
会
場
1
1
江
戸
川
区
民
ホ
ー
ル

マ
内
容
11
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
映

画
の
上
映
、
城
戸
真
亜
子
氏
（
洋
画

家
）
の
講
演

▽
定
員
1
1
先
着
750
人

マ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
映
画
の
集
い

▽
日
時
1112
月
12
日
画
午
後
1
時
30

分
か
ら

▽
会
場
11
福
生
市
民
会
館

つばさ学園・はくちょう学圃を
硲` 蛤知・ ぶ函ぷ•·:'·.. '

▽
内
容
1
1
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
映

画
の
上
映
、
新
垣
勉
氏
（
テ
ノ
ー
ル

歌
手
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

▽
定
員
11
先
着
1
千
210
人

以
上
▽
問
合
せ
先
1
1
東
京
都
総
務

局
人
権
部

(
6
0
3
.
5
3
8
8
.
2

5
8
8
)
 

■夜
間
の
電
話
無
料
相
談
を
実
施

弁
護
士
に
よ
る
相
談
で
、
個
人
の

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご

、
た
平

r
2号―
-n
―――-弓

-=--W
―
老
い
や
，
歯
薗

K
竺＝―
-W＿--室
_-.-i'-『

-1弐―`
，
1
鳳
糾

ヽ

が
、
利
用
者
の
も
つ
力
を
活
か
し

て
高
収
入
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

つ
ば
さ
学
園
3

つ
ば
さ
学
園
に
は
「
ひ
ば
り
学
う
、
新
し
い
作
業
へ
の
取
り
組
み

級
」
と
「
や
ま
ば
と
学
級
」
の

2

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。
ひ
ば
り
学
級
で
は
製
品
の
購
入

・

ひ

ば

り

学

級

だ

け

で

な

く

見

学

も

で

き

ま

す

の

ひ

ば

り

学

級

は

、

知

的

障

害

の

で

、

関

心

を

持

た

れ

た

方

が

通

っ

授

産

施

設

で

す

。

方

は

気

軽

に

ご

来

園

＜

自

主

生

産

品

と

し

て

、

花

ビ

ン

だ

さ

い

。

や

皿

な

ど

の

陶

芸

品

、

鉛

筆

立

て

●

や

ま

ば

と

学

級

な

ど

の

木

工

品

等

を

作

っ

て

い

ま

や

ま

ば

と

学

級

は

、

す
。
こ

れ

ら

は

、

つ

ば

さ

学

園

の

身

体

障

害

者

福

祉

セ

ン

ほ

か

、

市

役

所

と

市

立

病

院

の

売

タ

ー

と

し

て

次

の

よ

う

店
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
京
王
電
鉄
的
の
ご
協
力
で

多
摩
動
物
公
園
駅
の
「
れ
ー
る
ラ

ン
ド
」
、
百
草
園
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
近
隣
の
公
園
清
掃
な
ど

を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

一
般
企
業
か
ら
の
下

請
け
と
し
て
、
お
菓
子
の
箱
を
折

る
作
業
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す。①
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

…
且
吊
生
活
訓
練
、
社

会
適
応
訓
練
、
創
作
的

活
動
、
生
活
相
談
、
健

康
指
導
、
送
迎
サ
ー
ビ

ス

な

ど

②
身
体
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
へ

の
便
宜
供
与
…
会
議
室
等
の
貸
し

出
し

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
…
学

習
会
や
交
流
会
の
開
催
等

相
談
く
だ
さ
い
。

O

▽
日
時
1112
月
5
日
絢
午
後
5
時
＼

8
時

▽
相
談
電
話
番
号
1
1
0
3
.
3
8
7
6
.

8
0
4
5
／
氾
．

3
8
7
6
.
8
0

4
6
※
相
談
時
間
は

5
分
程
度

翌
問
合
せ
先
1
1
⑬
束
京
都
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
（
6
0
3
.
3
8
7
1
.
o

2
1
2
)
 

④
身
体
障
害
者
ま
た
は
地
域
住
民

に
対
す
る
啓
発
事
業
（
地
域
交
流

事
業
）
…
福
祉
ま
つ
り
、
運
動
会
、

大
空
祭
、
障
害
者
美
術
展
等

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
所
在
地
11
旭
が
丘
2
の
42

▽
問
合
せ
先
1
1
ひ
ば
り
学
級

(
6

5
8
2
.
3
4
3
4
)
／
や
ま
ば
と
学

級

(
6
5
8
2
.
3
4
0
0
)

^
9
 

は
く
ち
ょ
う
学
園
し

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
い

て
設
け
ら
れ
て
い
る
通
所
更
生
施

設
で
す
。
知
的
障
害
者
の
自
立
に

必
要
な
生
活
習
慣
の
確
立
、
交
通

ル
ー
ル
や
集
団
生
活
の
決
ま
り
を

守
る
な
ど
の
日
常
生
活
援
助
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
手
芸
を
通
じ

て
集
中
カ
・
創
造
力
を
養
う
な
ど

の
作
業
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
所
在
地
11
日
野
台
4
の
31
の
7

翌
問
合
せ
先
1
1
同
学
園

(6584.

8
7
0
0
)
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い
に
お
困
り
の
高
齢
の
方
や
、
健
康

安
全
上
劣
悪
な
状
態
の
住
宅
に
住
ん

で
い
る
高
齢
の
方
に
、
市
内
の
民
間

■住
宅
に
お
困
り
の
高
齢
の
方
に
保
賃
貸
住
宅
を
宅
建
協
会
南
多
摩
支
部

証
事
業
•
あ
っ
せ
ん
事
業
に
依
頼
し
、
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

。

住
宅
に
お
困
り
の
高
齢
の
方
を
対
[
対
象
]
高
齢
者
住
宅
保
証
事
業
の

象
に
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
②
を
満
た
す
方
で
、
自
立
し
て
日

了
高
齢
者
住
宅
保
証
事
業
常
生
活
を
営
む
こ
と
等
が
で
き
る
方

市
内
で
の
引
っ
越
し
の
際
、
保
証
い
ず
れ
も
[
問
合
せ
先
]
高
齢
福

人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
高
齢
の
祉
課
福
祉
係

方
に
、
市
が
賃
貸
借
契
約
の
保
証
人

■乳
児
用
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
無
料
で

と

な

り

ま

す

。

貸

し

出

し

ま

す

[
対
象
]
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

6
歳
未
満
の
子
ど
も
を
自
動
車
に

①
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
乗
車
さ
せ
る
時
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

は
世
帯
全
員
が
60
歳
以
上
で

65
歳
以
ー
ト
の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

上
の
方
が
1
人
以
上
い
る
②
市
内
に
ま
す
。
市
で
は
、
乳
児
用
ベ
ビ
ー
シ

1
年
以
上
住
ん
で
い
る
③
3
親
等
以
ー
ト
を
次
の
と
お
り
無
料
で
貸
し
出

内

の

親

族

が

い

な

い

等

し

ま

す

。

▼
高
齢
者
民
間
貨
貸
住
宅
あ
っ
せ
ん
[
貸
出
機
種
]
体
重
が
lo
謬
末
満
で

事

業

身

長

75
巧
以
下
（
新
生
児
＼
生
後
12

住
宅
の
取
り
壊
し
等
に
よ
り
住
ま
力
月
）
用
の
ベ
ビ
ー
シ
]
卜
[
貸
出
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パ

今
回
は
市
立
病
院
の
看
護
部
門
単
位
の
全
9
単
位
で
運
営
を
し
て

ぶ

＂こ
ぢ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

い
ま
す
。

、
、
看
護
部
で
は
、
病
院
を
利
用
さ

{`

[
5

新
病
院
の
新
築
増
床
に
伴
し

、
れ
る
す
-
て
の
患
者
さ
ん
と
ご
家

ぷ

ヘ

5̀
70
人
ほ
ど
の
看
護
職
員
を
増
員
し

ぶ

現
在
は
2
2
0
人
（
臨
時
職
員
を
含
む
）
族
の
方
に
、
看
護
の
豊
か
な
心
と

〗

〗
の
大
所
帯
で
す
。
看
護
業
務
は
外
看
護
職
と
し
て
の
知
識
・
技
術
を
[

も
っ
て
、
安
楽

ッ[

ッ、

来
看
護
を
2
単

で
、
安
全
で
、

}[

ヅ箪

（
一
般
診
療
．

魅

nあ
る

t
.
V

安
心
な
看
護
を

ヅヽ

ヅ
〗救急
）
、
手
術

い
や
L
の
サ
n
ン
ヘ
③

提
供
す
る
こ
と

＂、

｀

護
1
単

位

、

市

立

病

院

(
f
t
5
8
1
.
2
6
7
7
)

を
根
本
目
標
に

ッ＂

ッ臼
棟
看
護
を
6

;
§

y

い
、
．
〗
曇
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分

ッ
5

．9
[

泌
↑

．

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者

ッ5

髯鱗こ郷

.. 
C.
へ
9

C
... ャ
9

.. 

さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
、

ご

`
1
日
闘
[O[

筐

鷹
の
皆
さ
ん
の
パ
ー
ト
ナ
ー

”"

曇

｀
岳

培
＂

,
'
9
□̀

〗
い
]
[
[

,`
＇

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ッ[

ぷ
陀
笈

"
.‘̀
-5
-‘
｀
召
‘
｀
召
、
｀
ー
ロ
、
｀
乃
、
｀
；＇，．
‘`
ーで、`
ら．‘`
゜
‘,.
‘‘
-‘,
.
‘
`
[
‘
;̀‘9-‘̀
；'，．‘̀
:f
-̀‘
9『‘̀
;:
‘
`
;‘9
-‘
．̀‘:‘̀
:‘

期

隈

1
月
中
旬
（
予
定
）
か
ら
6

カ
月
冠
塾
市
内
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
今
年
9
月
1
日
＼

来
年
1
月
15
日
に
出
産
の
方
※
取
り

付
け
不
可
能
な
車
両
は
、
受
け
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
[
貸
出
台
数
]
3
0
台

（
予
定
）
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
軍
込
み
]
1
2
月
15
日
⑲
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
「
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
借
用
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
産

（
予
定
）
年
月
日
、
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
日
・
発
行
区
市
町
村
名
・
番

号
、
使
用
車
両
登
録
番
号
（
ナ
ン
バ

ー
）
、
車
名
を
、
返
信
用
表
面
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒

191ー

8

6

8

6
日
野
市
役
所
管
理
課
交
通
安
全

係
へ■年

末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施

s
「
夕
暮
れ
に
安
全
願
い

ラ
イ
ト
・
オ
ン
」

交
通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る

年
末
に
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

[
期
間
]12
月
11
日
困
＼

20
日
山
[
重

点
目
甕
①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
、
特
に
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
事
故
防
止
②
二
輪
車
の
交
通
事
故

防
止
③
夕
暮
れ
時
及
び
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
面
合
せ
先
]
管
理
課
交

通
安
全
係

■単
独
処
理
浄
化
槽
の
設
置
売
り
込

み
に
ご
注
意
を

浄
化
槽
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

認
年
4
月
1
日
以
降
、
単
独
処
理
浄

化
槽
（
ト
イ
レ
の
排
水
処
理
）
は
、

設
置
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
新
た
に
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る

と
き
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
（
ト
イ

レ
・
台
所
等
生
活
排
水
の
一
括
処
理
）

の
み
設
置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
、
単
独
浄
化
槽
の
設

置
売
り
込
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の

情
報
が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
設
置
さ

れ
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

面
合
せ
色
東
京
都
多
摩
環
境
事

務
所
廃
棄
物
対
策
課
浄
化
槽
係
（
〖

5
2
8
.
2
6
9
2
)
／
市
建
築
指
導
課

■日
野
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
運
営
審
議
会
（
公
開
）

百

時
]
1
2
月
24
日
困
午
前
10
時
か

ら

盃

雙

市

役

所

5
階
505
会
議
室

面
合
せ
先
]
総
務
部
庶
務
課

■日
野
市
立
栄
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
産
休
・
育
休
代
替
職

員
[
期
閂
来
年
1
月
26
日
⑲
＼
平
成

17
年
4
月
16
日
3
の
月
曜
＼
土
曜
日

の
週
5
日
午
前
8
時
30
分
＼
午
後
5

時
15
分
[
応
募
資
格
]
栄
養
士
の
有

資
格
者
[
募
集
人
数
]
ー
人
※
詳
細

は
面
談
で
[
問
合
せ
先
]
同
セ
ン
夕

ー

(
6
5
8
2
.
3
8
0
0
)

■健
康
課
臨
時
職
員

[
勤
務
日
数
]
月
2
¥
3
回
半
日
[
職

甕
事
務
員
（
主
に
乳
幼
児
健
診
事

務
二
応
募
資
格
]
パ
ソ
コ
ン
が
で
き

る
40
歳
ま
で
の
方
[
募
集
人
数
]
若

干
人
[
応
募
方
法
]
1
2
月

8
日
⑮

（
必
着
）
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
添

付
）
を
、
〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本

町
1
の
6
の
2
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
内
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ
持
参
か
郵
送

■万
願
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
換
地

計
画
の
縦
覧
（
個
別
説
明
）

万
願
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換

地
計
画
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

函
覧
期
問
]
1
2
月
14
日
⑲
ま
で
の

り

午
前
8
時
30
分
＼
午
後
5
時
15
分
※

土
曜
・
日
曜
日
も
実
施
[
縦
覧
場
所
]

閲
東
京
都
新
都
市
建
設
公
社
日
野
区

画
整
理
事
務
所
（
上
田3
6
5
〖
5
8
3
.
8

0
1
2
二
問
合
せ
先
]
区
画
整
理
第

2
課■万

願
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
（
第
10
回
変
更
）
の
縦
覧

日
野
都
市
計
画
事
業
万
願
寺
土
地

区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
を
変
更

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
次
の

と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

函
覧
期
堕
換
地
処
分
の
公
告
の

日
ま
で
至
な
変
更
内
容
]
測
量
成

果
と
の
整
合
、
保
留
地
面
積
及
び
減

歩
率
の
変
更
、
資
金
計
画
の
変
更
、

事
業
計
画
の
延
伸
（
清
算
期
間
）
[
変

更
年
月
日
]
1
0
月
22
日
[
縦
覧
場
所

・
問
合
せ
先
]
市
役
所
3
階
区
画
整

理
第
2
課

■高
年
齢
者
就
業
相
談
5
高
年
齢
者

の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す

概
ね
55
歳
以
上
の
就
職
希
望
の
方

を
対
象
に
、
就
業
相
談
を
開
催
し
ま

す。[
日
時
]
1
2
月
9
日
因
午
後
1
時
30

分
＼

4
時
[
会
場
]
高
幡
図
書
館

面
合
せ
先
]
国
分
寺
高
年
齢
者
就

業
相
談
所

(
6
0
4
2
.
3
2
4
.
4
9
6
1
)

ヽ

■シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案

内
説
明
会

[
日
時
]
1
2
月
1
日
⑪
・

11
日
困
午

前
9
時
30
分
か
ら
[
内
容
]
事
業
紹

介
、
概
要
説
明
[
会
場
．
問
合
せ
先
]

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(6581.

8
1
7
1
)
 

■農
業
委
員
会
の
活
動

10
月
14
日
、
農
業
委
員
会
で
は
農

業
者
の
代
表
と
し
て
、
農
地
を
保
全

し
、
安
全
で
新
鮮
な
農
産
物
を
安
定

⑤
 

長会宏泰澤岩す渡を書望要こ釦市▲
 

供
給
で
き
る
等
農
業
を
安
心
し
て
続

け
ら
れ
る
農
業
施
策
に
つ
い
て
、
市

長
に
要
望
書
を
渡
し
ま
し
た
（
写

真）
。

面
合
せ
先
]
農
業
委
員
会

■教
育
委
員
会
第
8
回
定
例
会

(
1

月
13
日
開
催
）

可
決
さ
れ
た
議
案
]
日
野
市
ふ
る

さ
と
博
物
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
提
出
ほ
か

4
件
[
請
願
審

査
]
平
山
台
小
及
び
平
山
小
統
合
計

画
に
関
す
る
審
議
継
続
請
願
書
（
継

続
）
…
継
続
[
報
告
事
項
]
日
野
市

立
学
校
施
設
の
開
放
に
関
す
る
要
網

の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
[
問
合
せ

色
教
育
庶
務
諜

■市
長
の
動
き

(
1
月
前
半
）

[
1
旦
四
中
創
立
30
周
年
記
念
式

典

[
2
且
ふ
れ
あ
い
日
野
フ
ェ
ス

タ
、
手
を
つ
な
ご
う
．
In
万
願
寺
、
ご

み
減
量
市
民
懇
談
会

[
3
日
]
日
野

市
表
彰
式

[
4
日
]
ご
み
減
量
市
民

懇
談
会

[
8
旦
四
幼
開
園
30
周
年

記
念
式
典

[13
日
]
戦
没
者
追
悼
式
、

ご
み
減
量
市
民
懇
談
会

[14
日
]
四

市
競
艇
事
業
組
合
定
例
会

[15
日
]

産
業
ま
つ
り
開
会
式

がい→くじんりゅうがくせい しゅうがくきん いちぶ えんじょ

外国人留学生に修学金の一部を援助します
がいこくじんりゅうがくせい みな

市では外国人留学生の皆さんが
ひ の し せいかつ べんきょう つづ

日野市で生活して勉強を続けられる
しゅうがくきん いちぶ えんじょ

ように、修学金の一部を援助しま
ひ の し せいかつ けいけん こく

す。日野市で生活する経験をぜひ国
さいこうりゅう や< t! 

際交流に役立ててください。

t>対飯＝今結の10月～ 3月の圃、茨
かた

の①～③のすべてにあてはまる方
ひのし がいこくじんとうろく しない

①H野市で外国人登録をして市内に
す

住んでいる

②社福資格が薔尋
し ひりゅうが< t・んだい だいがく だいがくいん

③私費留学で短大・大学・大学院に
ざいがく

在学

ほか じちたい しょうがくきん

※他の自治体から奨学金をもらって
かた し か く

いる方は資格がありません
えんじょきんがく げつ せんえんていど じっ

[>援助金額＝ 1カ月 3千円程度（実
せき えんじょそうがく かぎ

績）※援助総額に限りがあるので支
きゅうたいしょうしゃすう きんがく ぞうげん

給対象者数によって金額の増減が

あります

区出込み＝ 12恥直（月）（返、屠りま
ご又仁 じ ふん - • - ふん

での午則 8時30分～牛後 5時15分に
しんせいしょ しやくしょ かいきかくちょ うせいか

申請書（市役所 4階企画調整課にあ
ひの しやくしょきかく

り）を、〒191-8686日野市役所企画
ちょうせいか じさん ゆうそう にちょうぴ

調整課へ持参または郵送※日曜日

を籐＜

R 
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■原
子
爆
弾
被
爆
者
に
見
舞
金
を
支

給
12
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
原
爆
被
爆
者
の
方
に
見
舞
金

(
1
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。
ま
だ

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
ま
で
に
申

請
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
。

軍
請
日
時
]
1
2
月
12
日
盗
ま
で
の

午
前

8
時
30
分
＼
午
後

5
時

15
分

軍

請

色

市

役

所

2
階
生
活
福
祉

課
軍
請
に
必
要
な
も
の
]
①
被
爆

者
手
帳
②
住
民
票
（
ま
た
は
外
国
人

登
録
証
明
書
）
の
写
し
③
銀
行
預
金

通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）
④
印
鑑

面
合
せ
先
]
生
活
福
祉
課

■障
害
者
に
対
す
る
有
料
道
路
通
行

料
金
割
引
制
度
が
変
わ
り
ま
す

12
月
1
日
か
ら
有
料
道
路
の
割
引

制
度
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

[
変
更
内
竪
①
従
来
の
「
割
引
証
」

を
廃
止
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
愛
の
手
帳
に
押
す
ス
タ
ン
プ
の
提

示
で
の
割
引
適
用
②
E
T
C
を
利
用

し
た
割
引
も
可
能
（
来
年
1
月
20
日

因
か
ら
二
有
効
期
間
]
誕
生
日
か
ら

2
年
間
※
更
新
可
[
対
象
]
①
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者
で
自
ら
運
転
す

る
方
②
第
1
種
身
体
障
害
者
ま
た
は

重
度
知
的
障
害
者
が
移
動
す
る
た
め

に
介
護
者
と
し
て
運
転
す
る
方
[
対

象
車
両
]
本
人
ま
た
は
本
人
と
生
計

を
同
じ
く
す
る
方
が
所
有
す
る
も

の
、
ま
た
こ
れ
ら
の
方
が
所
有
し
な

い
場
合
は
対
象
者
を
継
続
し
て
日
常

的
に
介
護
す
る
方
が
所
有
す
る
も
の

※
事
業
用
・
営
業
用
は
除
く
。
自
動

車
の
用
途
別
に
対
象
要
件
が
異
な
り

ま
す
軍
請
先
]
市
役
所
2
階
障
害

福
祉
課
※
新
た
に
ス
タ
ン
プ
を
押

印。

E
T
C
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
E
T
C
機
器
の
設
置
を
し
た
う
え

で
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
手
続

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
類
の
出

し
方
に
つ
い
て

＠

回
収
日
に
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ト
レ
ー
類
を
一
緒
の
袋
に
入
れ
て

出
せ
ま
す
か
？

R
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
ト
レ
ー
類
は
回

収
の
都
合
上
、
同
じ
ト
ラ
ッ
ク
に

積
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
ク

r
 

ヽ

;0キ
ャ
ッ
チ
ホ
ー
ル

良
の
声

■会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
健
康
保

険
の
加
入
を

5
退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
て
年

金
を
受
け
ら
れ
る
方
と
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
保
に
加
入
し
て
「
退
職
者

医
療
制
度
」
で
診
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

冠
塾
①
国
保
に
加
入
し
て
い
る

き
後
、
有
料
道
路
事
業
者
へ
の
事
前

登
録
が
必
要
で
す
[
申
請
に
必
要
な

も
の
]
E
T
C
を
利
用
し
な
い
方
…

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手

帳
②
車
検
証
ま
た
は
そ
の
写
し
③
運

転
免
許
証
（
本
人
運
転
の
場
合
）
④

割
賦
・
リ
ー
ス
契
約
書
（
割
賦
・
リ

ー
ス
車
両
の
場
合
）
⑤
委
任
状
（
代

理
人
申
請
の
場
合
）

／
E
T
C
を
利

用
さ
れ
る
方
…
前
述
①
＼
⑤
及
び
⑥

対
象
障
害
者
名
義
の

E
T
C
カ
ー
ド

⑦
対
象
自
動
車
に
設
置
さ
れ
て
い
る

E
T
C
車
載
器
の
「
E
T
C
車
載
器

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
」

[
注
意
現
在
お
持
ち
の
割
引
証
は

平
成
16
年
5
月
31
日
⑲
以
降
、
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
新
た
に
申
請

手
続
き
を
し
て
、
割
引
証
を
返
納
し

て
く
だ
さ
い
面
合
せ
先
]
障
害
福

祉
課

方
②
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の

年
金
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
あ
る
、
ま
た
は

40
歳
以
降
の
年
金
加
入
期
間
が
10
年

以
上
あ
る
方
③
老
人
保
健
の
適
用
を

受
け
て
い
な
い
方
④
退
職
者
本
人
と

同
じ
世
帯
の

3
親
等
内
の
方
[
申
請
]

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
14
日

以
内
に
、
国
民
健
康
保
険
証
、
年
金

証
書
、
印
鑑
を
持
参
し
、
保
険
年
金

課
へ
※
「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保

険
者
証
」
を
お
渡
し
し
ま
す
[
診
療

を
受
け
る
と
き
]
医
療
機
関
の
窓
口

に
「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
」
を
提
示
し
て
受
診
。
自
己
負
担

額
は
、

一
般
の
国
保
と
同
様
。
本
人

及
び
扶
養
家
族
は
、
外
来
、
入
院
と

も
3
割
負
担

※
退
職
後
の
医
療
保
険
に
は
、
こ
の

退
職
者
医
療
制
度
の
ほ
か
に
次
の
よ

う
な
医
療
保
険
に
加
入
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
申
請
方
法

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険
組
合
等

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ァ
任
意
継
続
で
加
入
…
退
職
後
も
引

き
続
き
、
元
の
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入

て
被
扶
養
者
で
加
入
…
扶
養
家
族
と

し
て
家
族
が
入
っ
て
い
る
健
康
保
険

に
加
入

面
合
せ
先
]
保
険
年
金
課
給
付
係ノ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
で
分
け
ら
れ

て
、
別
々
に
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
一
緒
の
袋

に
入
っ
て
い
る
と
、
分
別
作
業
が

非
常
に
困
難
に
な
り
ま
す
。

「
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン
ダ

ー
」
の
と
お
り
、
ト
レ
ー
類
は
不

要
な
袋
に
入
れ
て
（
口
を
結
ん

で
）
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
袋
に
入

れ
ず
に
カ
ゴ
な
ど
に
い
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
（
市
民
相
談
担
当
）

し`

母 子保健健康通信 ※会場は生活・保健センター（育児学級を除く） 全冑/¥‘,（i¥、
12月3日困・ 10日困・ 24日困、 1月7

ママ・パバクラス

？ スt 
日困

（両親学級） グループ作り、先輩ママとの交流会、

対象は初妊婦 (16~ お風呂の入れ方、妊婦体操・呼吸法

27週）。予約制。電話 （選択）ほか

で健康課へ申し込み

羹12月16日囮10: 00-12 : 00 を。
とても大切な妊娠中の食生活情報・マ

全コース受講が望ま コ タニティクッキング（調理・試食・グ
しいですが、栄養コ 人
ース・歯科コースの

ループワーク）

みの選択も可能です
（栄養・歯科コース 胄12月17日困・ 18日（杓

は、妊娠16週以前の 1日目 9: 30-11 : 00 歯科健診
方の受講もできま コ 2日目10・ 00~12 00 口の中の衛生
す）。 文 について

健 康 診 査
3~4カ月児、 1歳6カ月児、 3歳児
※通知した日時にこ来場を

すくすくクラブ
12月1日(J:j),O: 00----11. 00 

（育児学級）
（会場はみさわ児童館）

対象は生後4カ月～12カ
12月8日(Jj)10 ・ oo----11. 00 

月の乳児と保護者。申込 （会場はしんめい児童館）

不要、直接会場へ。 12月15日侑）10:00-11 : 00 
※参加は 3会場から 1日 （会場はあさひがおか児童館）

初 12月4日休）10: oo----11 : 30 

離乳食教室
概ね平成15年7月生まれの乳児と保護

期 者
電話で健康課へ申し
込みを。

後 12月18日休）10:00-11: 30 
※後期は先着25人 概ね平成15年3月生まれの乳児と保護

期 者

幼児食教室
12月19日画10:00~11:30 
平成1“平3月～4月生まれの幼児（第

※先着10人 1子）と保護者

※転入された方へ…妊婦、 3~4カ月児、 6・9カ月児、 1歳6カ月児、 3歳児
の健康診査を受けてない方は健康課（合581-4111)へこ相談を

「日野人げんき！」プラン「子育て不安ゼロ

施策」に基づき、妊娠中からの子育て不安解

消のひとつとして 6月からママ・パパクラス

の内容を充実させています。出産後の子育て

に自信が持て、子育て不安が解消されるよう

妊婦同士の交流・グループ作り、先輩ママと

の交流に力を入れています。

今後もよりいっそう充実させていきますの

で、皆さんからのこ意見・こ要望をお待ちし

ています。また、お父さん、おじいちゃん、

あばあちゃんの参加もお待ちしています。

-罵屯況渭囀-
1 日目••グループ作り（仲間作り）

2日目・妊婦体操、呼阪法

3日目…先輩ママとの交流会

4日目..赤ちゃんのお風呂の入れ方

％ 

100 

0

0

0

 

8

6

4

 

20 

゜

●教室に参加されていかがでしたか
（複数回答）

妊
娠
中
の
生
活
に
不
安
だ
っ
た

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た

出
産
に
不
安
だ
っ
た

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た

子
育
て
に
不
安
だ
っ
た

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た

友
達
が
で
き
て

よ
か
っ
た

参加した方にアンケートに

筈えていただきました
●先輩ママとの交流はいかがでしたか

育児に対しての
不安が少し和らぎ
ました

現在ママとして
がんばって子育て
している皆さんの
話はとても参考に
なリました

色々なママがいて
それぞれの子育てが
あって、よい話が
間けました

合`せ先ー「健康課四581-4111-1 

゜
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い
ず
れ
も
問
い
合
わ
せ
は
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ

日

■高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

催開

種

5
市
が
費
用
の

5
割
を
負
担

のン
今

年

度

か

ら

60
歳
以
上
の
方
が
対

ョシ

象

に

な

り

ま

し

た

。
流
行
前
の
予
防

接
種
が
有
効
で
す
。

テJ
 

[
実
施
期
間
]12
月
27
日

3
ま
で
[
実

ピ＼
 

施
医
療
機
関
]
下
表
参
照
[
接
種
回

ーリ

数
]
1
回

対

象

]
6
0
歳
以
上
の
市

ワp¥
 

ー

民

（
接
種
当
日
)
[
費
用
]
2
千
200
円

※
当
日
医
療
機
関
で
徴
収
。
生
活
保

会明

護
受
給
者
は
無
料
。
生
活
保
護
受
給

説

．
 

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
証
明
書
を
医
療
機
関
へ
提
出
[
注
意
]

[
内
容
]
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
①
保
険
証
を
持
参
②
医
療
機
関
に
あ

冠
塾
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
る
『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
予
防
接
種
j

方
①
要
介
護
認
定
で
「
非
該
当
」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
③
市
外
の
医
療

「
要
支
援
」
「
介
護
1
.
2
」
の
判
機
関
で
接
種
希
望
の
方
は
、
全
額
個

定
を
受
け
た
概
ね

65
歳
＼

75
歳
の
方
人
負
担
。
依
頼
書
が
必
要
な
場
合
も

②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
う
え
で
、
あ
り
ま
す
④
体
調
の
良
い
と
き
に
接

―
-m-ー-`
ー
、
―
........
.
 
｀
ー
、
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11J-
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.. 5,
1
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ー
、
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-m-
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ー
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｀
ー

J.. ―――― 
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l̀, .........
 

-`
ー、

．．．．．．
．
 

ー

．．
 

｀
ー

J.. _――
......1, .. ―――― 
.... 
1ー
、
...
 -m.s'jー

（
 （

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆

21
」
を
踏
ま
え
て
、
日
野
市
は
、
）

ひ

の

び

と

）
 

（
 

i

さ
ん
の
健
康
に
つ
い
て
―
―
一
師
会
か
独
自
の
「
日
野
人
げ
ん
き
！
」
プ

i）
 

（
ら
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ラ

ン

を

策

定

し

ま

し

た

。

こ

れ

を

）

（
三
師
会
は
医
師
会
、
歯

ぶ

'(
リ

受
け
、
三
師
会
は
市
民
の
）

健
康
増
進
と
疾
病
予
防
、
）

二
竹
医
会
、
薬
剤
師
会
が
円

}

i
-

姿
•

特
に
日
々
の
生
活
習
慣
の
一

（
 

i

滑
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

9癌
・

事
．唸．

）
 

改
善
な
ど
成
人
病
の
予
防
）

（
市
民
に
役
立
つ
医
療
行
政

．
y

●
 

疇

姿望“・
三
．

に
関
す
る
情
報
や
方
法
一

（
の
実
現
の
た
め
に
設
立
さ
〗ヽ
·
y
[

.
を
}

を
、
行
政
と
共
に
わ
か
り
）

9

れ
ま
し
た
。
医
療
、
介
護
、

鬱

（

＿こ

囀[

]

や
す
く
紹
介
す
る
た
め
に
）

（
福
祉
の
厚
生
分
野
か
ら
乳

妥冷

鸞

崇

）
 

ご
斑
健
診
、
保
育
園
、
幼

、
鬱
ヽ

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
]

（
稚
園
、
小
中
学
校
健
診
や

ぶ
、

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

S
)

A
R
S
の
問
題
が
大
き
く
｛

]＝曇から

，
各
種
予
防
接
種
、
虫
歯
予

ト＼

（
 （

防
等
幅
広
い
分
野
で
活
動
し
て
い
浮
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
適
切
な
）

一

ま

す

。

情

報

を

、

い

ち

早

く

市

民

の

皆

さ

]

[

）

 

政
府
の
提
唱
す
る
「
健
康
日
本
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
））
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l /8~3/25（全22回）
毎週月曜・木曜日

午後 1時30分～ 3時

15人程度

1 /9~3/23（全22回）
毎週火曜・金曜日

午後1時30分～3時

12人

な

12月9日図

午前10時～11時

生活・保健センター

健康課 (581-4111)

し こ相談ください

12月10日困

午後 1時30分～ 2時30分
生活・保健センター

高齢福祉課 (585-1111)

申
し
込
み
制
と
な
り
ま
す
。
説
明

会
で
申
込
用
紙
の
配
布
を
し
ま
す
。

説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

身
体
的
に
支
障
の
な
い
方
③
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
週
2
回

通
え
る
方
④
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ヘ
の
意
欲
が
あ
り
、
家
族
等

の
協
力
が
得
ら
れ
る
方

種
を
。
本
人
の
意
思
が
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
原
則
と
し
て
接
種
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん

■ポ
リ
オ
予
防
接
種

百
程
・
会
場
]
①
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
！
・
・

12
月
8
日
⑪
・

10
日
困
・

12
日
画
・

15
日
⑲
②
平
山
地
区
セ
ン

タ
！
・
・
12
月
9
日
因
※
ス
リ
ッ
パ
持

参
③
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
…
12
月
11

日
困
・

16
日
因
※
直
接
会
場
へ
。
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を
[
時
間
]
午

後
2
時
＼

2
時
45
分
[
対
象
]
生
後

3
カ
月
＼

7
歳
6
カ
月
未
満
（
接
種

当
日
）
で
過
去
2
回
接
種
し
て
い
な

い
お
子
さ
ん
涵
種
方
法
]
6
週
間

以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
、
ワ
ク
チ
ン

を
2
回
飲
む
[
注
意
]
①
「
予
防
接

種
と
子
ど
も
の
健
康
j

を
お
読
み
く

だ
さ
い
②
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
③

検
温
は
接
種
会
場
で
実
施
④
体
調
の

悪
い
時
は
見
合
わ
せ
る

■-
R
気
＊
簡
単
朝

i

J

は
ん
ク
ッ
キ
ン

グ
5
申
し
込
み
を

百

時
]
1
2
月
9
日
因
午
前
10
時
＼

11
時
30
分
[
会
場
]
生
活
●
保
健
セ

●インフルエンザ予防接種実施協力医療機関

:月前期休日診療医／
診療時間 9: 00----12 : 00 13 : 00----17 : 00 

aぅ
落川診療所（内・児科）

落川345n591-5216 
梅木医院（内・児科）

多摩平6-32-14ff58 l-0477 

泉日：1：目

くちら整形外科（整・殖斗）
日野台5-l 9-2 ft583-65 l 5 

至豊田

゜牛尾医院（児・内科）
平山6-5-l 3 ft59 l -2001 

! 
至
日
野

1 救 急診療 1
必す保険証をこ持 参ください

休日準夜診療所
（内科・小児科）

日野本町l-7-2 ft584-l 661 
土曜日曜日、祝日

l 9:30~22:30（受け付けは22:20まで）

至立川駅

京王線 平山城址公園駅

休 日歯科
応急診療所

高幡1011（福祉支援センター内）
C回594-2111 日曜日、祝日
9:00~12:00、1s:oo~ 11:00 

（受け付けは16:00まで）

モノレール高幡不動駅什至新井構

1 救急テレホンサービス ］ 
24時問医，売徳閲案内

0日野消防署 ff 581-0119 

0東京消防庁災害救急情報センター
ff 521-2323 

〇東京都保健医療情報センター
ひまわり 合 03-5272-0303
外国人専用 ff 03-5285-818 l 

(9 : 00~20 : 00) 

゜

ン
タ
l

[
内
容
]
さ
っ
と
作
れ
る
朝

食
と
お
弁
当
の
お
か
ず
の
調
理
と
試

食
冠
塾
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小

学
校
に
通
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
を
持

つ
保
護
者
、
妊
娠
中
の
方
※
保
育
は

あ
り
ま
せ
ん

■治
そ
う
歯
周
疾
患
！

市
で
は
、
4
0歳
•
5
0歳の
方
の
節

目
検
診
（
対
象
者
に
は
通
知
済
。
今

月
中
）
と
、
成
人
歯
科
予
防
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
、

自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
事
が
で

き
、
さ
ら
に
は
全
身
の
健
康
維
持
増

進
の
た
め
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。■在

宅
で
寝
た
き
り
の
方
と
障
害
者

の
方
に
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
紹
介

か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
紹
介
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
申
請
書
（
健

康
課
に
あ
り
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
健
康
課
へ
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
健
康
保
険
で
診
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
医
師
の
意
見
書
が
必
要

で
す
。

市立病院
ff581-2677 

至
八
王
子

至
ハ
王
子
駅

救急病院12月前期宿日直予定表

9-.  （ふ lil il (:) l占

松医院

々木クリニック

摩平小児科

摩平整形外科麻酔科

クリニック

野市立病院

井内科クリニック

月医院

医院

ちら整形外科

野台診療所

島医院

尾医院

王平山クリ

白堂医院

＼林医院

田駅前クリニック

田医院

野田中病院

クリニック

田外科皮膚科

医院

品クリニック

院

野医院

在•昼 』…夜 ※外科系一般とは、外科・整形外科・脳神経外科をいいます
（注）診療科目は変更される場合があります。事前に急患テレホンセンター（日野消防署ff581-0119)へ問い合わせを

ぶ・冒(i)|i|lg1訓は1閏璽い月
内

科

小

児

科

内

科

小

児

科

内

科

J
小

児

科

◇

内

科

外

科

耳
鼻
咽
喉
科

外

科

眼

科

整

形

外

科

J
外
科
系
一
般

◇

外
科
系
＿
般

花輪病院
ff582-0061 

581-

585-

584-

584-6 

584-611 

581-2 

589-

581-

581-1 

583-651 

581-61 

581-25 

591-20 

592-51 

589-1 

581-

584-

581-043 

584-525 

586-

584-131 

584-

583-

582-

ビ3600
＼児科 593-1661 

科 ＼・.I ss1..i: 9 ,  59 1 -6936 

おしろクリニック 589-6780 

本クリニック 584-5633 

浦医院 581-0463 

591-3371 

クリニック 591-6613 

医院 ， 581-0158 

小児科 585-1731 

内科クリニック 583--:-7675 

心堂第二病院 584-0099 

しくぽクリニック ・589,-3532 

シムラ整形外科 587-2220 

リニック い 587-7171’

田医院 591-2848 

11クリニック ．， 593-8113 

クリニック 593-8988 

11崎クリニック ，599~0036 ''1 

久保内科クリニック 594-6778 

中内科クリニック 593:.... 7576 

野高幡クリニック 594-6606 

！台診療所 592-0466 

廿診療所 591-5216 

田医院 ・ 591-2852

591-7578 

9 593-6757 •9 

593-8175 

小

児

科

内

科

小

児

科

内

科

小

児

科

≫
内

◇

内

科科

眼

科

泌

尿

器

科

整

形

外

科

皮

膚

科

整

形

外

科

J
外
科
系
一
般

◇

外
科
系
一
般

産

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科

婦 人 科

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科
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こみ減量市民懇談会を

開催しました

市民の皆さんとどうやってこみを減らし

ていくかを一緒に考えるため、10月17日～

11月30日にこみ減量市民懇談会を開催しま

した。

懇談会では貴重な提案をいくつもいただ

きました。いただいた提案やこ意見は、一

つひとつを大事にして、すぐに出来ること

から取り組みをはじめています。中 ・長期

に考えなければならないことは整理をし、

検討しています。懇談会では特に、下記の

4つのことをお願いしました。

①減量の第一歩・分別の徹底を

こみ ・資源分別カレンダーを参考に、も

う一度初心に帰り分別を徹底しましょう。

②電池を指定袋に入れないで

5~6月は電池が指定袋に多く混入 し、

最終処分場への搬入が停止寸前となり まし

◄

中
学
生
の
部

霰
優
秀
作
品

＿沢
中

近
藤
典
子

た。ク リーンセンターでは、さらにお金を

かけ、施設の改善を行いました。電池は有

害物として、不燃こみの日に別の袋に入れ

て出してください。

③こみ減量のための行動をおこしましょう

I>買わない・週剰包装された商品やごみに

なるものを買わすに、ばら売りやはかり売

りを優先して買いましょう

I>もらわない • •レジ袋やトレー等、 販売店

がつけるものをもらわないようにしましょ

う。お買い物はマイバッグで

1> お店に返す• •• トレー類やパック類は買っ

たお店が資源回収している場合は、そちら

へ返しましょう。事業者としての責任を果

たしてくれるよう働きかけることになりま

す

④生こみの減量はひとしぽりから

家庭から出る可燃こみの約半分が生こみ

という結果が出ています。生こみの減量が

さらなるこみ減量への近道です。生こみは

ひとしぼり、 ふたしぼり、みしぼりしまし

よっ。

◄
小
学
生
の
部

最
優
秀
作
品

渾資
咋
ぱ

d
g
 

爪，
亡濃

四

小

宮

崎
侑
美

巨
ー
＿
＿
一
仁
り
喜
賃
ー
塁
鼠
〖
鵬
鰯
罰
冒
罰
巨
琶
昌
亘
胃
彗
~

開
〗̀
]
-
9嗣
言
琴
言
醤
薗
繭
薗
攣
欝
鱈
に
．
邑
慾
~言
i
'
長
＝
一~
1
-
―
丑

■平
成
15
年
度
ご
み
減
量

・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
受
賞
者
を

発
表今

年
は

308
点
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
選
考
の
結
果
、
最
優
秀
賞
2
点
、

優
秀
賞
10
点
が
選
ば
れ
ま
し
た

（敬

称
略
）。

＊
最
優
秀
賞

マ
小
学
生
の
部
・
・宮
崎
侑
美
（四
小
）

マ
中
学
生
の
部
・・
近
藤
典
子

中
）

＊
優
秀
賞

▽
小
学
生
の
部
…
堀
家
珠
樹

・
佐
藤

桃
子
・
伊
島
絵
理
香
(
-
小
）
、
吉
田

勇
太

・
橋
本
紗
花

（四
小
）
、
杉
田
賢

祐
（
八
小
）
、
長
瀬
由

（平
山
台
小
）

▽
中学
生
の
部
：

奥
住
美
奈

•

長
田

翔
太
・
杉
浦
圭
（
大
坂
上
中
）

■来
年
の
ご
み
・
資
源
分
別
カ

レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
ま
す

平
成

16
年
の
ご
み

・
資
源
分

別
カ
レ
ン
ダ
ー
を
12
月
5
日
個

1
2
1
日
⑲
に
各
家
庭
に
戸
別
配

布
し
ま
す
。
2
世
帯
以
上
の
住

宅
で

2
部
以
上
必
要
な
場
合

は、

市
役
所
1
階
市
民
相
談
窓

口
、
七
生
支
所
、

豊
田
駅
連
絡

所
、
生
活
課
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
配
布
漏
れ
の
場
合
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

剪
定
枝
拠
点
収
集
を
休
止
し
ま
す

市
民
の
森
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で

言
沢

ヽ

~園公ツポス森の民⑮
 

み積山こ前日集収▲
 

は
、
収
集
日
以
外
の
持
ち
込
み
が
多

く
み
ら
れ
、
公
園
利
用
者
等
か
ら
苦

情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
す

で
に
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
12

月
の
収
集
を
最
後
に
1
月
か
ら
拠
点

収
集
を
休
止
し
ま
す
。

■年
末
の
大
掃
除
は
お
早
め
に

年
末
の
大
掃
除
等
で
出
る
粗
大
ご

み
の
収
集
を
年
内
に
希
望
さ
れ
る
方

は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

収
集
ま
で
に
2
週
間
以
上
か
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
先
II
固
日
野
環
境
保
全

(6
5
8
1
.
4
3
3
1
)

0
 

ぬ翠麟砂

こ磁辺口社会：を国編じて
27 

％ 

26 

25 

24 

23 

22 

21 

20 

マイバッグ運動出口調査結果

—← レジ袋辞退率

21.9% 

6 7 8 
月 月月ふ

※レジ袋辞退率＝マイバッグのみでの買い物客をカウントした

※ 9 ・ 10月は調査方法の変更により、両月の合算から平均値を求めた

ご
み
を
減
ら
す
（
な
く
す
）
に
は、

ご
み
の
発
生
そ
の
も
の
を
回
避
す
る

こ
と
が
一
番
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
ご

み
に
な
る
も
の
を
事
業
者
は
作
ら
な

い

・
売
ら
な
い
努
力
、
消
費
者
は
買

わ
な
い
努
力
が
必
要
で
す
。
ま
た、

消
費
者
か
ら
販
売
者
、
製
造
者
に
責

任
を
求
め
て
い

<
E
P
R

（
拡
大
生

産
者
責
任
）
と
い
う
考
え
方
を
す
す

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
ご
み
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
量
生

産

・
大
呈
消
費
・
大
量
廃
棄
の
仕
組

み
を
変
え
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と

り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ

と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

日
野
市
で
取
り
組
ん
で
い
る
マ
イ

パ
ッ
グ
運
動
は
、
レ
ジ
袋
を
断
る
こ

と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

消
費
者
は

不
必
要
な
も
の
を
買
わ
な
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
、
事
業
者
は
ご
み
と
な

る
も
の
を
渡
さ
な
い
、
と
い
う
ご
み

の
発
生
そ
の
も
の
を
回
避
す
る
た
め

の
啓
発
活
動
で
す
。

一
し
ま
し
た

1
階
市
民
相
談
窓
口
、
七
生

-

r
J

み
減
置
推

所

、
睾
田
駅
連

所
、
生
活
課
、

一
進
市
民
会
議

PI

-
R
分
科
会
が
編

一
集
し
た

「分
別
だ
め
リ
ス
ト
集
」

で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

f
j

一
は
、
こ
み
に
関
す
る
疑
問
が
解
決

用
く
だ
さ
い
。

調
奎
結
果
を
発
表
1
1~

市
で
は
、
毎
月
5
日
を
マ
イ
バ
ッ

グ
・
デ
ー
と
定
め
、
市
内
の
大
手
ス

ー
パ
ー
13
店
舗
で
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
マ
イ
バ

ッ
グ
運
動
員
）
に
よ
る

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
効
果
を
調
べ
る

た
め
、
6
月
か
ら
運
動
員
に
よ
る
マ

イ
バ
ッ
グ
の
実
態
調
査
を
継
続
中
で

す
（
上
図
）
。
レ
ジ
袋
辞
退
率
が
増
え

て
い
る
の
は
、
運
動
の
成
果
が
徐
々

に
表
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
方
が
買
い
物
を
す
る
際

に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
が
習
慣
と
な

る
よ
う
に
今
後
も
こ
の
運
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

■マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
員
を
募
集

呼
び
か
け
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

r
J

み
を
つ
く
ら
な
い
、
買
わ

な
い
こ
と
が
こ
み
ゼ
ロ
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す

し
1

と．，“

マ
イ
バ
ッ
グ
（
買
い
物
袋
持
参
）

運
動
の
取
り
組
み

①
 
②
 

▲毎月 5日にマイパッグ運動員の皆さんが、スーパーの出入口で呼びかけを行っています

平成1牡E度清掃費（平成14年度決算から）

ごみ減屋 ・リサイクルをすすめる費用

資源物等の回収・中間処理費用 6億1,800万

③
 

剪定枝収集チップ化・家電リサイクル

収集運搬補助金•生ごみリサイクル等

の新しい事業費用

2,600万

④
 

クリーンセンターを運営する費用 6億1,100万

⑤
 

ごみ等の収集運搬費用 6億？．800万

R
 

し尿処理に係る費用 1億3,600万

⑦
 

クリーンセンター施設費用 2億5,000万

R
 

ごみの最終処分場にかかる費用 3億4.400万

合 計 28億?,500万

こみ処理手数料（指定収集袋）の歳入は、 4億 3千万円

主に、内訳①～③の一部に使われています

三者の果たすべき役割

r
市

民

＼

（

事
業
者

（
 
市

•こみになるものを買わない
・レジ袋を断る
・食べきれる分だけつくる
・容器包装類は買ったお店にかえす
• リ サイクルしやすいものを買う
• 生こみをよく しぽる

・過剰包装をやめる
・レジ袋を渡さない
・ばら売り、はかり売りをする
・商品の使用後、回収する
• リサイクルしやすい製品を作る
・作った（売った）商品のリサイクル費用を負担
する

•こみを減らすよう呼びかける
・市民とともにマイバッグ運動の展開
•国に車業者責任を盛 り込んだ法律の制定を働
きかける

・回収店が増えるよう事業者に働きかける
・リサイクルを行う
・子どもたちにごみの現状や減量の必要性を教
える

．ヽ

ノヽ
｀

J 

ことしは市制施行 40周年

ご
み
ゼ
ロ
社
会
実
現
の
た
め
の
取

り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

実
現
の
た
め
に
は
、
市
民
の
方
に
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
事
業
者

に
お
願
い
し
た
い
こ
と
、
行
政
が
や

る
べ
き
こ
と、

三
者
に
そ
れ
ぞ
れ
果

た
す
べ
き
役
割
が
あ
り
ま
す
。

す
べ

て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
出
来
る
こ
と
を

や
ら
な
け
れ
ば
、
ご
み
を
な
く
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
み
ゼ
ロ
社
会

を
少
し
で
も
早
く
実
現
出
来
る
よ
う

に
、
市
で
は
今
後
一
層
の
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。
協
働
の
力
で
ご
み
ゼ

ロ
に
挑
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

清掃費の約15%

市
民
、
事
業
者
、

出
来
る
こ
と

市
が

円／t
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平成12年10月のこみ改革から 3年が経過しました。こみの

有料化やダストボックスから戸別収集への切り替えなどを行

い、市民の皆さんのおかげで改革後 1年目のこみ量は半減し

ました。しかしながら、最近こみの量が増えてきています。

広報今号では、平成14年度の清掃費や「こみゼ□社会」へ向

けてどうすべきかを紹介します。今後も、引き続きこ協力を

お願いします。 （リサイクル推進課ff581 -0444) 

こみ改革前
（平成11年10月
～平成12年9月）

1人1日あたりのこみ・資源物量の推移

♦. 7ヽ•. 01 
1 .... — 資源物 一不燃こみ ＿←-可燃こみ
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こみ改革前
（平成ll年70月
～平成12年9月）

家庭こみ・資源物量の推移

こみ改革後l年目
（平成12年10月
～平成13年9月）

こみ改革後l年目
（平成12年10月
～平成13年9月）

｀璽不燃こみ 亡コ可燃ごみ

こみ改革後2年目
（平成13年10月
～平成14年9月）

こみ改革後2年目
（平成13年10月

． ～平成14年9月）

脅
＇こ

れ
だ
け
か
か
る
！

リ
サ
イ
ク
ル
経
費

資源品目ことにかかる収集・運搬、資源化費用

リサイクルが難しい ~ ~ リサイクルしやすい

トレー類 ペットボトル

E 資源化費

口 収集 ・運搬費

かん 古布紙類

こみ改革後3年目
（平成14年10月
～平成15年9月）

ごみ改革後3年目
（平成14年10月
～平成15年9月）

ご
み
改
革
か
ら

3
年
が
経
ち
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
半
減
し
た
ご

み
の
量
が
、
残
念
な
が
ら
ま
た
少
し

平
成
14
年
度
は
、
市
の

一
般
会
計

歳
出

487
億
1
千
500
万
円
の
う
ち、

6

％
に
あ
た
る

28
億

7
千
500
万
円
が
清

掃
費
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
1
人
あ
た
り
の
ご
み
経
費
は

年
間
1
万
5
千
632
円
で
す
。

施
設
建
設
費
、
大
規
模
修
繕
に
か

か
っ
た
経
費
、
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
経

費
等
、
減
価
償
却
費
を
計
上
し
た
廃

棄
物
会
計
の
考
え
方
で
清
掃
費
を
計

算
す
る
と
、
市
民
1
人
当
た
り
の
経

費
は

1
万
8
千
727
円
に
な
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
資
源
物
の
リ
サ
イ

ず
つ
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特

に
、
不
燃
ご
み
の

1
人
当
た
り
の
量

は
、
改
革
後
3
年
目
は
1
年
目
と
比

べ
る
と
認
％
も
増
加
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

ク
ル
に
は

6
億

7
千
900
万
円

（清
掃

費
の

2
4
%
）
も
の
お
金
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
※
左
表
①
⑤
③

の
う
ち
ご

み
減
量
に
か
か
る
経
費
を
除
く

不
燃
ご
み
が
増
加

図
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
日

野
市
で
資
源
化
を
行
っ
て
い
る

9
品

目
の
中
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
大
1

本
あ
た
り
14
円
）
、
ト
レ
ー
類

(1
枚

あ
た
り
2
円
）
の
資
源
化
に
か
か
る

費
用
が
と
り
わ
け
高
く
な

っ
て
い
ま

す
。リ

サ
イ
ク
ル
は
限
り
あ
る
資
源
の

保
全
や
ご
み
の
減
量
な
ど
に
必
要
で

す
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。
①
お
金
が
か
か
る
②
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
も
よ
い
製
品
と
な
ら
な
い

③
消
費
者
（
市
民
）
の
負
担
が
高
く
、

生
産
者
・

事
業
者
の
負
担
が
少
な
い

④
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
⑤
再

生
資
源
の
供
給
過
剰
な
ど
で
す
。

と
く
に
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ト
レ

ー
類
に

つ
い
て
こ
の
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で

は
「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
は
不

可
能
で
す
。
姿
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
製
品
そ
の
も
の
も
減
量
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

C 9/ 

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
、
ト
レ
ー
類

の
リ
サ
イ
ク
ル
は
大
変

゜
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.
12
月
の
児
童
館

マ
お
も
ち
つ
き
大
会

13
日
山
午
前
11
時
＼
午
後
1
時
30

分
／
先
着
250
人
／
120
円
／
ひ
の
児
童

館

(
6
5
8
1
.
7
6
7
5
)

マ
も
ち
つ
き
大
会

6
日
田
午
前
10
時
＼

11
時
30
分
／

200
人
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
／
120

円
／
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

(6583

.
4
3
4
6
)

へ
申
込

ァ
ち
び
っ
こ
の
日
ク
リ
ス
マ
ス

10
日
困
午
前
10
時
30
分
＼

11
時
30

分
／
乳
幼
児
と
保
護
者
対
象
／
先
着

40
組
／
し
ん
め
い
児
童
館

(t583.

6
5
8
8
)
 

マ
ち
び
っ
こ
の
W

A
ク
リ
ス
マ
ス
会

17
日
困
午
前
10
時
30
分
＼

11
時
45

分
／
乳
幼
児
と
保
護
者
対
象
／
50
組

/
1
日
⑪
午
前
9
時
30
分
か
ら
ひ
ら

や
ま
児
童
館

(
6
5
9
2
.
6
8
1
1
)

ヘマ
幼
児
の
広
場
ク
リ
ス
マ
ス
会

11
日
困
午
前
10
時
30
分
＼

11
時
30

分
／
乳
幼
児
と
保
護
者
対
象
／
も
ぐ

さ
だ
い
児
童
館

(
6
5
9
1
.
7
0
0
1
)

て
ク
ッ
キ
ン
グ

5
あ
め
細
工

13
日
田
午
前
10
時
＼
正
午
／
小
1

以
上
／
16
人
／
20
円
／
8
日
⑲
午
後

4
時
＼

11
日
困
午
後
5
時
に
み
さ
わ

児
童
館
(
〖5
9
1
.
3
4
5
6
)

へ

■公
民
館
映
画
会
「
ク
リ
ス
マ
ス
特

集」
12
月
は
、
親
子
で
楽
し
む
ク
リ
ス

マ
ス
映
画
会
を
開
催
。
ア
ニ
メ

4
本

を
上
映
し
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ

、。
じ＞

12
月
6
日
山
午
前
10
時
と
午
後
2

時
か
ら
の

2
回
上
映
／
中
央
公
民
館

／
①
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
う
さ
ぎ
ち
ゃ

ん
②
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
く
り
も
の
③

ド
ナ
ル
ド
の
ど
ん
ぐ
り
騒
動
④
プ
ー

さ
ん
と
虎
／
各
60
人
／
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ
申
込

■図
書
館
の
お
は
な
し
会

12
月
3
日
困
・

17
日
困
：
高
幡
図

書
館

(
6
5
9
1
.
7
3
2
2
)
／

10
日

困
…
中
央
図
書
館

(
6
5
8
1
.
7
3
5

4
)
／
24
日
困
…
百
草
図
書
館

(ff

5
9
4
.
4
6
4
6
)
／
0
歳
＼

2
歳
児

．．． 
午
後
3
時
か
ら
、

3
歳
ー

6
歳
児

…
午
後
3
時
30
分
か
ら
、
小
学
生
以

上
…
午
後
4
時
か
ら
※
12
月
23
日
は

祝
日
の
た
め
図
書
館
は
お
休
み
で
す

■お
お
く
ぼ
保
育
園
で
サ
ン
タ
に
会

お
う
！

12
月
11
日
困
午
前
9
時
45
分
＼

ll

時
／
お
お
く
ぽ
保
育
園
※
申
込
不

要
、
直
接
会
場
へ

。
車
で
の
来
園
は

ご
遠
慮
を
／
人
形
劇
、
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
ほか
／
乳
幼

児
と
保
護
者
対
象
／
上
履
き
持
参
／

同
園

(
f
f
5
8
4
.
3
6
9
0
)

■給
食
試
食
会
に
来
ま
せ
ん
か
？

園
庭
で
遊
び
、
手
作
り
の
お
い
し

い
給
食
を
親
子
で
食
べ
て
み
ま
せ
ん

、。カ
12
月
16
日
因
、

1
月
14
日
困
午
前

10
時
＼

11
時
30
分
／
ひ
ら
や
ま
保
育

園
／
未
就
学
児
と
保
護
者
対
象
／
1

日
5
組
／
親
子
で

320
円
／
12
月
8
日

⑲
午
前

10
時
＼
午
後

2
時
に
同
園

(
6
5
8
1
.
9
2
2
5
)

へ

■ク
リ
ス
マ
ス
会
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か

12
月
19
日
画
午
前
9
時
40
分
＼

lo

時
50
分
／
み
な
み
だ
い
ら
保
育
園
／

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
ぁり／
未
就
学
児
と
保
護
者
対
象
／

先
着
30
組
／
同
園

(
6
5
9
1
.
2
4
6

8
)

へ
申
込

■ク
ッ
キ
ン
グ
・
キ
ッ
ズ

S
ク
リ
ス

マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

12
月
20
日
山
午
前
10
時
＼
正
午
／

中
央
公
民
館
／
講
師
・
植
松
紅
美
子

氏
（
市
民
講
師
）
／
協
カ
・
男
の
生

活
百
科
（
パ
ン
作
り
）
参
加
者
の
皆

さ
ん
／
小
学
生
対
象
／
15
人
／
150
円

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル
、

上
履
き
持
参
／
共
催
・
ひ
の
児
童
館

／
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8

0
)

へ
申
込
※
一
中
地
区
の
方
は
ひ

の
児
童
館

(
6
5
8
1
.
7
6
7
5
)

へ

申
込■み

ん
な
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
楽
し

も
う12

月
24
日
困
午
前
10
時
か
ら
／
た

か
は
た
台
保
育
園
／
キ
ャ
ン
ド
ル
サ

ー
ビ
ス
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
会
い

ま
し
ょ
う
／
未
就
学
児
と
保
護
者
対

象
／
15
組
／
12
月
19
日
画
ま
で
に
同

園

(
6
5
9
1
.
2
2
3
1
)

へ

■親
子
で
作
る
お
や
つ
教
室

手
作
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
、
試

食
を
し
な
が
ら
お
や
つ
の
情
報
を
集

め
ま
せ
ん
か
？

12
月
25
日
困
午
後
2
時
＼

4
時
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
ク
ッ
キ
ー

づ
く
り
体
験
と
試
食
／
平
成
9
年
4

月
2
日
生
ま
れ
＼
平
成
11
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
子
と
保
護
者
対
象
（
き

ょ
う
だ
い
参
加
可
）

／
先
着
16
組
／

健
康
課

(
f
f
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ
申

込■市
民
会
館
の
催
し
（
市
民
会
館
文

化
事
業
協
会
事
業
）

①
共
催
事
業
「
舞
踊
劇
阿
国
か
ぶ
き
」

12
月
11
日
困
午
後
2
時
か
ら
と
午

後
6
時
か
ら
／
大
ホ
ー
ル
／
全
席
自

由
5
千
円
（
当
日

5
千
500
円
）
／
主

催
・
舞
踊
集
団
菊
の
会

②
共
催
事
業
「
新
春
落
語
会
（
桂
歌

丸
・
―
-
＿
遊
亭
小
遊
三
）
」

1
月
17
日
山
午
後
1
時
か
ら
／
大

ホ
ー
ル
／
全
席
指
定
S
席
3
千
円
・

A
席
2
千
500
円
／
主
催
・
夢
空
間

い
ず
れ
も
市
民
会
館
文
化
事
業
協

会
（
事
務
局
•
生
涯
学
習
課
）

■三
中
地
区
青
少
年
育
成
会

S
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

毎
年
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
＿―-
中
吹
奏
楽
部

と
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
を
お
楽
し
み

12
月
20
日
田
午
後
2
時
か
ら
／
中

央
公
民
館
／
出
演
・
野
田
美
香
（
筆

・
十
七
絃
等
）
、
中
田
太
―
―
-
（
笙
•
楽

琵
琶
・
ギ
タ
ー
）

／
曲
目
・
越
天
楽

今
様
、
春
愁
、
香
月
ほか／
65
人
／
事

前
申
込
み
制
で
1
歳
＼
未
就
学
児
8

人
の
保
育
ぁり／
中
央
公
民
館

(6581.

7
5
8
0
)

へ
申
込

■平
成
16
年
日
野
市
成
人
式

市
で
は
成
人
に
な
っ
た
こ
と
を
お

祝
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
励
ま
す
た
め
に
成
人
式
を
行

い
ま
す
。

1
月
12
日
閻
午
前
11
時
か
ら
／
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
／
新
成
人
（
昭
和

58
年
4
月
2
日
＼

59
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方
）
対
象
※
12
月
中
旬
S
下

旬
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
／
生

涯
学
習
課

▲野田美香（筆ほか） ....中田太三（笙ほか）

く
だ
さ
い
。

12
月
認
日
田
午
後
2
時
S
4
時
／

百
草
台
小
体
育
館
／
上
履
き
、
靴
を

入
れ
る
袋
、
座
布
団
、
ひ
ざ
掛
け
（
必

要
な
方
）
持
参
※
暖
房
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
暖
か
い
服
装
で
／
荒
井

(
6

5
9
2
.
9
6
4
4
)

へ
申
込
※
当
日
申

し
込
み
も
可

■バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
「
和
と
洋
の

雅
な
る
饗
宴
パ
ー
ト
2
」

い
に
し
え
の
音
、
い
ま
ど
き
の
音
、

そ

う

し

ょ

う

筆
や
笙
の
響
き
に
の
せ
て
、
ひ
と
時
、

和
と
洋
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

、
。
し

■リ
サ
イ
ク
ル
情
報

(12
月）

①
廃
食
油
石
け
ん
販
売
…

11
日
困

午
後
1
時
＼
2
時
／
日
野
第
一
生
活

学
校

(
6
5
8
1
.
0
2
6
5
)
②
資
源

回
収
…
11
日
g
.
2
5
日
困
午
後
1
時

¥
3
時
／
市
民
自
治
学
園

O
B
会

(
6
5
8
1
.
3
0
4
5
)
／
い
ず
れ
も

会
場
は
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
前
庭

■新
東
光
寺
地
区
セ
ン
タ
ー
の
利
用

を
再
開

第
一
東
光
寺
団
地
の
建
て
替
え
に

伴
い
休
止
し
て
い
た
「
新
東
光
寺
地

区
セ
ン
タ
ー
」
が
、
今
日
か
ら
再
開

さ
れ
ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
や
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
：
栄
町
3
の
14
の
1
／
和

室
14
畳
、
集
会
室
5
0
.
3
7
平
方
店

／
生
活
課
(
〖5
8
1
.
4
1
1
2
)

■生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
・

プ
ー
ル
臨
時
休
業

12
月
14
日
同
は
電
気
設
備
点
検
の

た
め
全
館
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

貸
室
、
プ
ー
ル
と
も
に
利
用
で
き
ま

、
費
生
活

相
談
室
か
ら

高
す
ぎ
る

n英
会
話
教
室
の
解
約
精

算
金

◎

英
会
話
の
勉
強
を
し
た
く
て
、

よ
く
宣
伝
し
て
い
る
英
会
話
教
室
に

出
向
い
た
。
体
験
入
学
を
し
た
と
こ

ろ
、
外
国
人
の
先
生
の
教
え
方
が
自

分
に
合
っ
て
い
た
の
で

2
年
間
の
契

約
を
し
、
ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
。
半
年

後
、
仕
事
が
忙
し
く
て
通
え
な
く
な

り
、
中
途
解
約
を
申
し
出
た
が
、
精

算
金
が
思
っ
て
い
た
よ
り
高
く
納
得

い
か
な
い
。

R
英
会
話
教
室
（
外
国
語
会
話
教

室
）
、
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
、

学
習
塾
、
家
庭
教
師
に
つ
い
て
は
理

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お

15
日
⑪
は
通
常
の
定
休
日
で
す
。

ま
た
、
プ
ー
ル
は

12
月
11
日
困
＼

13
日
山
に
施
設
修
纏
の
た
め
臨
時
休

業
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
こ
の
期
間
、
貸
室
は
利
用
で
き

ま
す
。

（
同
セ
ン
タ
ー
〖
5
8
1
.
6
5
0
0

/

同
プ
ー
ル

6
5
8
2
.
0
0
0
2
)

■多
摩
テ
ッ
ク
遊
園
地
で
市
民
特
別

ご
招
待

12
月
13
日
g
.
1
4
日
⑲
は
、
遊
園

地
チ
ケ
ッ
ト
売
場
に
市
民
を
証
明
で

き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

提
示
さ
れ
た
方
は
、

5
人
ま
で
入
園

‘
無
料
と
な
り
、
さ
ら
に
乗
り
物
1
回

券
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
パ
ス

ポ
ー
ト
割
引
も
あ
り
ま
す
。

（
市
役
所
内
日
野
市
観
光
協
会
）

■書
道
具
の
提
供
を

外
国
人
の
勉
強
用
に
使
用
し
ま

す
。
ご
家
庭
で
不
用
に
な
り
ま
し
た

書
道
具
（
下
敷
き
、
文
鎮
、
す
ず
り
、

墨
皿
、
新
品
の
筆
、
手
本
など
）
の
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
日
野
市
国
際
交
流
協
会
〖
5
8
6
.
9

5
1
1
)
 

―――_-＝――――-ー-＝=ー
-u-==＝＝-―_-＝＝-m--=＿_

由
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
中
途
解
約

が
で
き
ま
す
。
中
途
解
約
の
精
算

は
、
契
約
締
結
時
の
書
面
に
記
載
さ

れ
た
精
算
方
法
に
基
づ
き
計
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
用
い

る
受
講
料
の
単
価
な
ど
に
つ
い
て
は

合
理
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
損
害
賠
償
額
の
上
限
も

法
律
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
1
月
か
ら
は
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
同
様
の
扱
い
に
な
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

精
算
金
や
精
算
方
法
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
納
得
が
い
か
な
い
と
き

は
相
談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
日
野
市
消
費
生
活
相
談
室
ft581.

3
5
5
6
)
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TEL.042-585-1111 

■日
本
語
料
理
教
室

市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
に
、
日

本
の
家
庭
料
理
を
教
え
ま
す
。
ご
家

族
や
お
友
達
と
一
緒
に
お
出
掛
け
く

だ
さ
い
。

12
月
7
日
⑩
午
前
10
時
か
ら
／
東

部
会
館
／
先
着
10
人
／
大
人
700
円、

子
ど
も

350
円
／
日
野
市
国
際
交
流
協

会

(
6
5
8
6
.
9
5
1
1
)
へ
申
込

■国
際
交
流
と
日
本
語
学
習
会
「
乎

山
サ
ロ
ン
」

国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
日
本
人

と
日
本
語
を
学
習
し
た
い
外
国
人
対

象
の
サ
ロ
ン
で
す
。
お
子
さ
ん
連
れ

で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
＼
正
午
／

平
山
地
区
セ
ン
タ
ー
／
日
野
市
国
際

交
流
協
会

(
6
5
8
6
.
9
5
1
1
)

■青
少
年
国
際
講
座
「
ネ
パ
ー
ル
語

で
遊
ぼ
う
」

12
月
13
日
田
午
前
9
時
30
分
＼
正

午
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
講
師
・

セ
レ
ス
ト
・
ラ
ム
氏
げ
／
小
学
生
対

象
／
15
人
／
筆
記
用
具
、
運
動
靴
、

タ
オ
ル
持
参
／
中
央
公
民
館

(6581.

7
5
8
0
)
へ
申
込

■多
摩
学
会
2
0
0
3
年
度
研
究
大

会
「
多
摩
の
自
治
の
原
点
を
探
る
＼

新
選
組
と
多
摩
の
自
治
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
摩
の
自

治
の
視
点
か
ら
新
選
組
を
取
り
上

げ
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ひ
の

市
民
大
学
も
共
催
し
、
定
例
講
座
の

一
環
と
し
て
い
ま
す
。

12
月
13
日
田
午
後
1
時
＼

4
時
30

分
／
実
践
女
子
大
学
香
雪
記
念
館
※

申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ

／
①
茎
調

講
演
「
新
選
組
と
多
摩
の
自
治
」
…

童
門
冬
二
氏
（
作
家
）
‘
②
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
多
摩
の
歴
史
・

文
化
と
ま
ち
お
こ
し

5
幕
末
と
多
摩

の
地
域
社
会
」
…
パ
ネ
ラ
ー
・
長
友

貴
樹
氏
（
調
布
市
長
）
、
鶴
牧
孝
雄
氏

（
東
京
成
徳
大
学
助
教
授
）
、
森
安

彦
氏
（
中
央
大
学
教
授
）
、
日
野
市

あ
っ
し

長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
佐
藤
竺

氏
（
成
跨
大
学
名
誉
教
授
）
／
共
催
・

日
野
市
教
育
委
員
会
、
ひ
の
市
民
大

学
、
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
、
実

践
女
子
学
園
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

調
布
市
、
日
野
市
／
生
涯
学
習
課

■学
童
期
向
け
講
座

5
親
の
こ
こ
ろ

・
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
「
子
ど
も
と
語

り
あ
え
ま
す
か
？
」

12
月
15
日
⑪
午
後
2
時
＼

4
時
／

市
役
所
5
階
504
会
議
室
／
講
師
・
早

乙
女
紀
代
美
氏
（
東
京
ユ
ン
グ
研
究

会
王
任
セ
ラ
。ヒ
ス
ト
）

／
東
部
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
6
5
8
6
.
1
1

7
1
)
 

■ふ
る
さ
と
博
物
館
体
験
学
習
会

「
ふ
る
さ
と
の
工
芸
・
正
月
飾
り
を

作
ろ
う
」

市
内
で
正
月
飾
り
を
作
り
続
け
て

ぎ
た
松
本
保
氏
を
講
師
に
迎
え
、
輪

飾
り
と
玄
関
飾
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

手
作
り
の
正
月
飾
り
で
新
年
を
迎

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

I年で日※ ／／ ふ
〇 齢 ゜困汚霧 20る 12
〇 ‘参 - れ吹人さ月
1 電加消てき※と 20
6 話 者 印 も ‘申博日
神番全有良ハ込物(±)
明号 員 効いサ多館午
4 をの-服ミ数 ／ 後
の記住ま装‘の小 1
16入所でで座場 3 時
のし‘に ／ 布合以＼
1 ‘氏ハ 12団は上 4
ふ〒名ガ月持抽対 時
る 191 'キ 10参選象 ／ ▲玄関飾り作りの様子（昨年）

さ
と
博
物
館

(
6
5
8
3
.
5
1
0
0
)
へ

■公
民
館
保
育
室
の
保
育
援
助
を
必

要
と
す
る
自
主
グ
ル
ー
プ

火
曜
・
水
曜
日
で
午
前
10
時
＼
正

午
、
午
後
2
時
＼

4
時
の
ど
ち
ら
か

2
時
間
（
他
の
曜
日
は
要
相
談
）

／

公
民
館
を
利
用
し
、
市
内
在
住
で
活

動
人
数
が

5
人
以
上
。
1
歳
＼
未
就

園
児
が

5
人
以
上
い
る
自
主
学
習
活

動
を
目
的
と
す
る
グ
ル
ー
プ
対
象
／

2
グ
ル
ー
プ
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
／
12
月
13
日
山
正
午
ま
で
に
中

央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)
へ

■第
23
期
日
野
市
青
少
年
委
員
候
補

者
青
少
年
委
員
は
、
地
域
及
び
市
内

全
域
で
自
王
的
に
青
少
年
健
全
育
成

活
動
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
委
嘱

さ
れ
た
委
員
で
す
。
青
少
年
の
健
全

育
成
を
地
域
で
支
え
あ
う
活
動
や
仕

組
み
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、
自
分

の
経
験
を
こ
れ
に
活
か
し
た
い
方
を

募
集
し
ま
す
。

任
期
…
来
年
4
月
1
日
困
＼
平
成

18
年
3
月
31
日
画
／
来
年
4
月
1
日

現
在
、

20
歳
以
上
で
、
次
の
募
集
地

区
在
住
者
対
象
／

一
中
地
区
1
人、

二
中
地
区

1
人
、
七
生
中
地
区

1

人
、
三
中
地
区
2
入
、
大
坂
上
中
地

区
1
人
、
乎
山
中
地
区
2
人
／
所
定

の
申
込
書
（
市
役
所
5
階
生
涯
学
習

課
に
あ
り
）
に
記
入
し
、

12
月
19
日

画
ま
で
に
生
涯
学
習
課
ヘ

■ヨ
ー
ガ
入
門
教
室

1
月
15
日
＼

2
月
12
日
の
毎
週
木

曜
日
午
後
2
時
＼

3
時
30
分
／
東
部

会
館
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

対
象
／
50
人
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
／
500
円
（
保
険
料
含
む
）
／
12

月
19
日
絢
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

戸
＂
ー喜誓

0

塁
ー

▲

平

成

15
年
度
か
ら
は

4
月
25
日

S
1
1
月

5
日

の

季

節

開

設

と

な

り

ま

し

た

▼

月

火

水

木

金

土

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
 

0

面
口
囲
0

0

,1
,
 

月

火

水

木

金

土

1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
 

0
面
国
圏

lo
o

I l 

〇…空き室あり
△…空き室少し
（大成荘は団体棟のみ）
X ••満室
※お申し込みは、
月躍～金躇日の
午前9時～午後5時に
日野市企業公社
(ff585-2111)へ

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

■テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ナ
イ
タ
ー
及
び

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
冬
期
閉
鎖

施
設
管
理
の
都
合
上
、
以
下
の
施

設
を
閉
鎖
し
ま
す
。

①
多
摩
平
第
1
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ナ
イ
タ
ー
…

1
月
＼

3
月
末
②
多

摩
平
第
1
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

12
月

24
日
困
＼

3
月
末
③
旭
が
丘
中
央
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

12
月
24
日
困
＼

3

月
末
④
北
川
原
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

12
月
20
日
3
¥
3
月
末
⑤
万
願
寺
第

一
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
…

1
月
＼

2
月

末
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■七
生
自
然
学
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

一
時
閉
鎖
し
ま
す

七
生
自
然
学
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

建
物
の
改
修
の
た
め
、
来
年
2
月
上

旬
＼

3
月
下
旬
閉
鎖
の
予
定
で
す
。

詳
し
い
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

■体
育
施
設
1
月
利
用
分
抽
選
日
程

ロ
ビ
ー
端
末
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

■都
立
八
王
子
盲
学
校
平
成
16
年
度

幼
稚
部
・
高
等
部
入
学
生
募
集

丙
竪
幼
稚
部

(
3
歳
＼

5
歳
児
）
、

高
等
部
（
普
通
科
、
理
療
科
二
対
象
]

都
内
在
住
で
視
覚
障
害
の
あ
る
方

面
合
せ
先
]
同
校
入
学
相
談
担
当

(<

0426.23.3278)■労
働
セ
ミ
ナ
ー
「
労
働
条
件
の
決

ま
り
方
と
変
更
に
つ
い
て
考
え
る

5

ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に
」

[
日
時
]
1
2
月
8
日
⑪
午
後
1
時
＼

5
時
[
会
場
]
ェ
コ
ル
マ
ホ

I
ル

（
小
田
急
線
狛
江
駅
下
車
)
[
講
師
]

近
藤
昭
雄
氏

（中
央
大
学
教
授
）
[
定

邑

先

着

80
人
[
申
込
み
]
電
話
ヽ

F
A
X
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話

(
F

A
X
)
番
号
を
記
入
し
、
東
京
都
八

王
子
労
政
事
務
所
(
〖
0
4
2
6
.

4
3
.
0
2
7
8
晒
0
4
2
6
.
4
5
.

7
1
8
5
)

へ

■東
京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
か
ら

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室
…
[
日

時
]
1
2
月
2
日
＼

23
日
の
毎
週
火
曜

日
午
後
1
時
S
2
時
▼
水
中
運
動
教

室

…

百

時

]
1
2
月
12
日
盃
・

19
日

絢
午
後
1
時
＼

2
時
▼
テ
ニ
ス
の
広

場

…

百

時

]
1
2
月
23
日
閥
午
後
2

時
＼

4
時
▼
ク
リ
ス
マ
ス
会
…
[
日

●申込締め切り日

2月
1日号 12月11日休）

15日号 12月19日画

3月
1日号 1月14日困

15日号 2月3日的

※締切日が過ぎた号でも掲載できる場合が

ありますので、お問い合わせください

●掲載の規格・位置・掲載料

1号（縦4.5cmx横24.5cm) 下 1段 90,000円

2号（縦4.5cmX横16.3cm) 1号の 3分の 2 60,000円

3号（縦4.5cmX横12.5cm) 1号の 2分の 1 45,000円

4号（縦4.5cmx横8.0cm) 1号の 3分の 1 30,000円

ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話

番
号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8
6

日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
ヘ■多

摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
場

の
利
用
が
再
開
し
ま
す

工
事
に
よ
り
閉
鎮
し
て
い
る
多
摩

川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
場

が
、
暫
定
的
に

1
面
整
備
さ
れ
、

12

月
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
予
約
シ
ス

テ
ム
か
ら
「
サ
ッ
カ
ー

1
」
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

12
月
分
は
先
着
順

（
午
前
9
時
か
ら
受
付
開
始
）
で
す
。

1
月
分
は
、
抽
選
で
行
い
ま
す
。
1

月
以
降
の
申
し
込
み
は
、
他
施
設
と

同
じ
で
す
。

ヽ
琵直

ト、

i
モ
ー
ド
の
予
約
で
す
。

対
象
施
設
…
市
民
陸
上
競
技
場

（
会
議
室
含
む
）
、
市
内
各
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
12
月
7
日

⑲
ま
で
に
申
し
込
み
を
※
抽
選
結
果

確
認
は

10
日
困
＼

17
日
困
、
空
き
施

設
の
随
時
予
約
は

18
日
困
＼
使
用
日

前
日
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

時
]
1
2
月
13
日

3
午
前
11
時
＼
午
後

4
時
▼
初
心
者
水
泳
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

教
室
マ
体
力
測
定
て
日
曜
広
場
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
い
ず
れ
も
東

京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー

（国
立
市
富
士
見
台
2
の
1
の
1

6
5
7
3
.
3
8
1
1
臨
5
7
4
.
8
5
7
9
)

■東
京
都
最
低
貨
金
改
正

東
京
都
最
低
賃
金
（
地
域
別
）
は
、

改
正
以
降
も
時
間
額
708
円
と
な
り
ま

し
た
。
月
給
制
、
日
給
制
、
時
間
給

制
す
べ
て
に
こ
の
時
間
額
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

面
合
せ
先
東
京
労
働
局
賃
金
課

(
6
0
3
.
3
8
1
4
.
5
3
1
1
)
 

ご
繹
載
の
規
格
・
位
置
・
掲
載
料

下
表
の
と
お
り

了
申
込
み

申
込
用
紙
（
市
役
所
4
階
市
長
公

室
広
報
担
当
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
に
記
入
し
、
左
表
の
締
め
切
り

日
ま
で
に
、
広
告
原
稿
を
添
え
て
市

長
公
室
広
報
担
当
ヘ

ご
褐
載
の
決
定

内
容
審
査
の
う
え
、
掲
載
の
可
否

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
掲
載
決
定
の

場
合
は
、
申
込
者
の
負
担
で
版
下
原

稿
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
掲

載
基
準
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

を

。

（

市

長

公

室

広

報

担

当
）

施術項目

施術時閻

休

はり、きゅう、指圧、小児錨

午前 9:00,...,,,13:00
午後 3:00,.._,,7:00 

業日祝日木曜日土曜日午後

日野市多摩平3-14-23ff042(587)8369 

予約儡宍

追呵虹記曝

゜



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

第1076号平成15年(2003年） 12月1日

ひ
ょ
う
し
ぎ

＊

「
火
の
用
心
！
」
拍
子
木
打
ち
鳴
ら

し
て
街
な
か
を
夜
回
り

「
カ
チ
カ
チ
カ
チ
」
拍
子
木
の
澄
ん
だ

音
が
街
路
に
響
き
ま
す
。

20
数
年
来
、

拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
防
火

・
防
犯
を
呼
び
か
け
夜
回
り
を
さ
れ
て

い
る
の
は
、
三
沢
に
お
住
ま
い
の
田
島

政
治
さ
ん
、

65
歳
で
す
。
「
ご
ろ
寝
し

て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
も
運
動
不
足
に

な
る
か
ら
、
せ
め
て
冬
の
間
だ
け
で
も

拍
子
木
を
た
た
き
な
が
ら
歩
け
ば
、
地

域
の
お
役
に
立
つ
の
で
は
」
と
思
い
、
始

め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

12
月
1
日
か
ら

新
選
組
を
語
る
③

三
鷹
市
大
沢
の
龍
源
寺
は
、
近
藤
勇

の
菩
提
寺
で
、
墓
所
と
と
も
に
、
天
然

理
心
流
の
神
文
帳
な
ど
多
く
の
史
料
が

残
さ
れ
て
い
る
。

弘
化
3
年

(
1
8
4
6
)
の
洪
水
で

現
在
の
土
方
歳
三
資
料
館
の
地
に
移
っ

た
士
方
家
の

4
男
、
歳
三
の
行
跡
は
あ

ま
り
は
っ
き
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
な

り

↓

刈

堪

肴

ぃ

i

’
．一
紺

tL

万

L
•

峠
公

►

「龍
源
寺
神
文
帳
」
よ
り
土
方

歳
三
ら
の
署
名
（
三
鷹
市
龍
源

寺
所
蔵
）

土
方
歳
三
の
名
前
と
龍
源
寺
神
文
帳

春
の
火
災
予
防
運
動
の
終
わ
る

3
月
7

日
ま
で
が
そ
の
期
間
。

一
時
期
、
健
康

上
の
理
由
か
ら
中
断
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
退
職
後
の

5
年

間
は
毎
日
欠
か
さ
ず
、
夜
9
時
か
ら
1

時
間
半
ほ
ど
か
け
て
、
三
沢
台
自
治
会

の
家
々
を
隅
々
ま
で
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
い
に
対
し
て
、
昨
年
、
日
野
消

防
署
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

近
所
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
拍
子

い
。
し
か
し
、
将
来
武
士
に
な
る
夢
を

見
て
庭
に
矢
竹
を
植
え
た
の
は
こ
の
こ

ろ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

18
歳
の
こ
ろ
、
江
戸
へ

2
度
目
の
奉

公
に
出
た
が
、
奉
公
先
の
女
中
と
仲
良

く
な
り
、
女
中
の
妊
娠
を
知
り
逃
げ
帰

っ
た
。
兄
の
喜
六
や
義
兄
佐
藤
彦
五
郎

に
強
く
意
見
さ
れ
、
そ
の
夜
の
う
ち
江

戸
へ
帰
り
話
を
つ
け
て
帰
っ
て
き
た
と

い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
話
合
い
に
な
っ

た
も
の
か
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
後
5
、
6
年
は
家
伝
石
田
散
薬

の
卸
や
家
事
の
手

伝
い
で
も
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う

n
o
 

力

◄
土
方
勇
太
郎
の
「
天
然

理
心
流
目
録
」
奥
書
（
土

方
フ
ミ
家
所
蔵
）

土
方
歳
三
が
天

然
理
心
流
に
入
門

し
た
の
は
、
安
政

6
年
(
1
8
5
9
)

2
月
9
日
で
、
武

州
石
田
村
「
土
方

歳
蔵
」
、
一
緒
に

入
門
し
た
「
土
方

勇
太
郎
」
他
石
田
・

新
井
・
下
田
の

5

人
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
一
巻
も
あ

麟
の
犀
史
と
民
俗
西

木
を
た
た
い
て
回
っ
て
く
れ
た
り
、
ご

近
所
の
方
か
ら
「
ご
苦
労
さ
ま
。
拍
子

木
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
ホ
ッ
と
し

ま
す
」
と
言
わ
れ
る
と
「
自
分
も
励
ま

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
謙
虚
に
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
も
、
昔
懐
か
し
い
拍
子
木

の
音
が
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

＊

＿
輪
車
全
国
大
会
で
2
連
覇
逢
成
1
・

去
る

7
月
21
日
、
国
立
代
々
木
第
二

体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
2
0
0
3
さ
わ

や
か
全
日
本
一
輪
車
競
技
大
会
」
グ
ル

ー
プ
演
技
部
門
で
、
「
一
輪
車
ク
ラ
ブ

ひ
の
」
が
高
校
生
以
上
の
部
で
総
合
優

勝
、
同
じ
く
小
学
生
以
下
の
部
で
も
優

る
。
天
然
理
心
流
入
門
後
は
、
急
に
多

忙
に
な
っ
た
よ
う
で
、
い
ろ
い
ろ
史
料

が
残
さ
れ
て
い
る
。

ひ
じ

さ
て
、
士
方
歳
三
の
名
前
だ
が
、
「
土

加
如
亨
」
鬱
「
釦
記
」
で
あ
る
。
な

か
に
は
「
さ
い
ぞ
う
」
と
読
む
人
も
い

て
、
三
河
漫
才
（
注
）
で
も
あ
る
ま
い

に
と
い
う
ほ
ど
の
大
き
な
間
違
い
で
あ

る。
こ
の
土
方
の
署
名
は
書
状
約
30
点
に

残
さ
れ
て
い
る
。
「
土
方
歳
―
―
-
」
「
土
歳

三
」
「
歳
三
」
、
他
に
一
通
珍
し
く
「
土

義
豊
」
と
記
し
た
書
状
が
あ
る
（
高
幡

山
金
剛
寺
所
蔵
）
。
受
取
人
の
平
作
平

は
親
戚
で
仲
が
良
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
人
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

他
に
、
「
土
方
歳
三
義
豊
」
と
記
し
、
花

押
ま
で
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
年
賀
状

な
ど
代
筆
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
残
る
の
は
、
「
龍
源
寺
神
文
帳
j

の
「
土
方
歳
蔵
」
で
あ
る
。
平
成
13
年、

市
内
新
井
の
元
八
王
子
千
人
同
心
土
方

勇
太
郎
の
家
（
現
土
方
フ
ミ
家
）
か
ら

史
料
調
査
を
依
頼
さ
れ
博
物
館
員
と
同

活受 は 勝
躍賞 ‘と
をと とい
応なもう
援りに 栄
しま昨誉
てす年に
い゜に輝
きみ続き
まんくま
しな 2 し
よで年た
う今連゜
° 後続こ-"：IIIrJ（-年 ;9ゥー匹――Z つ

ののれ▲小学生以下の部優勝の「インディペンデンス」チーム

行
し
た
私
は
、
調
査
が
進
む
時
点
で
目

を
疑
っ
た
。
勇
太
郎
の
書
い
た
も
の
の

内
に
、
私
が
長
年
疑
問
と
し
て
き
た

「
土
方
歳
蔵
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
目
録
の
奥
書
に
認
め
た
も
の

で
、
「
左
の
壱
巻
は
安
政
七
庚
申
二
月

十
五
日
、
石
田
村
土
方
隼
人
の
宅
に
於

い
て
、
土
方
勇
太
郎
歳
廿
オ
に
て
之
を

請
る
者
也
」
と
あ
り
「
同
門
人
石
田
村

土
方
歳
蔵
」
の
ほ
か

3
人
の
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。

帰
宅
後
、
『
龍
源
寺
神
文
帳
」
の
写
真

と
ひ
き
合
せ
て
み
る
と
全
く
同
一
人
の

筆
で
あ
る
。
神
文
帳
と
い
え
ば
、
入
門

時
の
最
も
重
要
な
署
名
で
、
代
筆
な
ど

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
信
じ
て
い

あ
ぜ
ん

た
私
は
只
々
唖
然
と
し
た
。
同
時
に
血

判
も
と
疑
い
た
く
な
る
の
は
私
の
悪
い

癖
か
。泉

下
の
土
方
歳
三
が
、

140
年
余
も
経

っ
た
こ
と
を
、
今
更
あ
ま
り
固
い
こ
と

を
い
う
な
よ
と
苦
笑
を
し
な
が
ら
そ
っ

ぽ
を
向
く
か
も
知
れ
な
い
。

（
注
）
三
河
漫
才
…
三
河
地
方
（
愛
知

県
）
を
本
拠
と
し
て
発
達
し
た
漫
才
。

太
夫
と
オ
蔵
が
掛
け
合
い
で
演
じ
る
。

（
日
野
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

谷
春
雄
）

＼ザー•フリーマーケッ
＊多摩友の会友愛セール 12月 9日

因午前10時30分～11時30分／三沢中

央会館（八幡神社社務所） ／手作り

食品、エプロン、手作りおもちゃ、

雄貨、中古衣料％／多摩友の会（彦

谷四584-3244夜間）

会員募集
先着順で掲載します。 2度目以降

の掲載は前回掲載日の 3カ月後から

受け付けます。

＊健康体操毎週木曜日午後 7時～

8時30分／二中体育館％／ストレッ

チ体操、リズム体操、室内サッカ

-％※指導入／月2千円／井上（四

581-6682) 

＊日野スポーツ合気道クラブ 毎週

木曜日午後 6時30分～ 8時30分と土

曜日午前 9時30分～11時30分／南平

体育館％／スポーツとして楽しむこ

とができ、健康増進に役立つ護身術

を兼ねた武道／小学校高学年以上対

象※初心者歓迎／入会金 2千円、月

2千円※学生は 1千500円／大野（四

584-5431) 

＊陶芸サークル「袖涵会」 毎月第

2.第 3木曜日午後 6時～ 9時／中

央公民館％／初心者歓迎／入会金 3

千円、月 3千円／森田（ft593-

1954) 

＊ボクササイズサークル「新撰組」

毎週木曜日午後 7時30分～ 8時45分

／市民陸上競技場会議室％／月 2千

500円※体験歓迎。プロボクサーの

指導あり／沼野（匹582-2040午後 7時

以降）

＊シルバーダンス教室毎週木曜日

午後 1時15分～ 4時30分／福祉支援

センター写／初心者歓迎／入会金 1

千円、月 2千500円／鶴岡（ft592-

2902) 

＊ボーイスカウト・ガールスカウト

隊員 ボーイスカウト①ビーバー隊

…来年小 1対象②カブ隊…来年小 3

～小 5対象／ガールスカウト①ブラ

ウニー…来年小 1～小 3対象②ジュ

ニア…来年小 4～小 6対象／岩田

（匹591-0486)

＊日野手品教室 毎月第 2水曜日午

後 1時～ 2時30分 (A組）、午後 3時

~4時30分 (B組）のどちらか※毎

月第 4水曜日午後 1時～ 4時30分は

自習相互学習日／勤労•青年会館％

／入会金 1千円、月 1千500円／藤

原（匹581-2795) 

＊社交ダンス「エメラルドダンスサ

ークル」 毎週水曜日午前10時～11

時（初級）、午前11時～正午（中級）／

七生台地区センター％／入会金 l千

円、月 4千円※プロの指導あり／川野

辺（ft594-6147)

＊油彩・水彩「虹の会」 毎週木曜

日午前 9時30分～正午／浅川苑％／

入 会 金 2千円、月 1千500円※指

導あり／鹿野 (ft591-1717) 

＊日野市民吹奏楽団 毎週日曜日午

後 1時～ 5時／中央公民館％／楽器

の用意が出来る方対象※全パート受

付。初心者、中高年可。見学歓迎／

月 1千円※高校生以下は500円／井

上 (ft581-9135午後8時以降）

＊ワルツ会初級ダンス講習会 3月

までの月 3回土曜日午後 6時～10時

（全 9回） ／勤労•青年会館％／月

2千円※プロの指導凡／吉村(ft583

-8314) 

＊鎌倉彫「かえで会」 ①毎月第 2

•第 4 火曜日午前10時～正午に中央

公民館％②毎月第 2.第 4火曜日午

後 1時～ 3時に生活・保健センタ

-％／月 2千円と材料費※初心者歓

迎／①山口（匹584-8606)②小山

（云591-4288)

＊合唱団「あざみの花」 月2回日

曜日午前10時～正午／東部会館％／

抒情歌、童謡えか※見学歓迎。指導％

／月 2千円／猪野（匹583-9314)

＊鷹日野俳句会毎月第 1.第 2水

曜日午前 9 時30分から／勤労• 青年

会館竺／会場費実費／桜井（ff581-

5097) 

＊日野・童謡唱歌を歌う会「さおひ

め」 毎月第 2.第 4土曜日午後 1

時30分～ 3時30分／女性センター包

／月 1千円※見学歓迎／池田 (ff592

-0704) 

*9人制家庭婦人バレーボール「北

原」 毎週火曜・木曜日午後 7時～

9時／仲田小体育館％／月 1千円／

村松（匹581-2237午後 6時以降）

＊日野極真カラテクラブ 毎週火曜

日午後 6時～ 9時に陸上競技場会議

室、水曜日午後 3時～ 5時に南平体

育館、木曜日午後 6時15分～ 9時に

東部会館、金曜日午後6時～ 9時に

ひの社会教育センター％／ 5歳以上

対象／月 4千円※子どもは 3千円／

倉成（匹090-8598-5463) 

R 
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講習・学習会
＊ 「聴き上手は子育て上手～傾聴は

愛のはじまり」スコーレお母さんの

ための学習会 12月 5日画午前10時

～正午／生活・保健センター／10人

の保育あり／吉野（匹593-2130)へ

申込

＊浅川流域セミナー 12月14H（日）午

前10時30分～午後4時※小雨実施／

浅川市民センター（八王子市）※南

浅川水無瀬児童遊園集合／浅川流域

の河川整備計画について話し合う ／

先着80人／昼食持参／多摩川流域懇

談会浅川部会事務局東京都南多摩西

部建設事務所工事課 ('ff0426-45-

5550)へ申込

＊ちごゆりの会「パソコン入門教室」

12月4日～25日の毎週木曜日午後 3

時30分～ 5時30分（全4回） ／豊田

駅北交流センター／12人／ 2千円／

ちごゆりの会（大野匹090-8440-

3935)へ申込

*NPO法人日野・市民自治研究所

から ►講座「地方自治の基礎理論」
…12月 6日田午後 1時30分～ 3時30

分／実践女子短大／講師・杉原泰雄

氏(-橋大学名誉教授） ►学習会

「地方自治法を読む」…12月4日困

午後 7時から／同研究所／助言者・

野口貴公美氏（法政大学） ►研究所

簸書「21世紀をひらく市民自治」著

者たちと語る会…12月 7日（日）午後 2

時から／生活・保健センター／いず

れも同研究所 (ff589-2106園589-

1854)へ申込

* 「7カ国語で話そう」体験会 12 

月 5 日細午後 7 時～ 9 時／勤労•青

年会館／横倉 (ff583-4817)へ申込

＊介護予防教室「痴ほうの正しい理

解と対処について～痴ほう高齢者へ

の診療の実際から」 12月11日困午

後 2時～ 4時／ひの社会教育センタ

ー／講師・梅田祐美氏（東大医学部

付属病院老年病科医師） ／腐齢者を

介護している方、痴ほう介護に不安

をお持ちの方対象／先着50人／ 日野

市在宅介護支援センター豊田 (ff582

-7623)へ申込

＊つるバラの大苗の植え方 1日講座

12月12日⑱午後 1時30分～ 3時／会

員宅（東豊田） ／各自でバラ苗を植

え付けます／ 5人／ 1千500円（材料

代） ／村上 ('ff581-1625)へ申込

＊子ども人権サポーターの会から

►ベビーオイルマッサージ教室・・ 12
月 8日侑）午前10時30分～正午／愛隣

舎ホール（多摩平） ／ 3カ月～ 2歳

の乳幼児と保護者対象／10組／500

円（オイル・資料代） ／バスタオル、

おしぼり、お子さんの飲み物持参／

12月 5 日倫までに申込►座談会「ち

ょっと心配なこと話してみませんか

嘗 ～学校に行きたくないと言っていま

R 

せんか」…12月17日困午前10時～正

午／遠藤ビル 2階（高幡）※直接会

場へ／500円（材料代） ／同会（綾部

ff592-1857) 

＊南平小家庭教育学級「柿沼先生と

書をあそぼう」 12月 6日田午後 1

時～ 2時30分／南平小体育館／若手

書道家の柿沼康二氏の講演と実演／

林（ff593-7850) 

＊性教育はなぜ大切？みんなで考え

よう 12月13日田午後 6時30分から

／生活・保健センター／80人／小林

（匹584-5374)

講演会
＊日野精神障害者家族会講演会「向

精神薬の最近の話題」 12月 6日(±)

午後 1時30分～ 3時30分／福祉支援

センター／講師・吉尾隆氏（桜ヶ丘

記念病院薬剤部部長）／片岡（ff592

-8993) 

＊四小特色ある学校づくり推進校

（福祉教育）研究発表会と講演会

12月10日困／①公開授業、研究発表

会…午後 1時30分～ 3時②講演会

「地域社会におけるボランティアと

市民活動」…午後 3時～ 4時15分／

講師・山岡義典氏（法政大学現代福

祉学部教授） ／四小（四581-0038)

＊講演会「プレセピオとナポリのク

リスマス」 12月2日図午後 2時40

分～ 4時／実践女子大学香雪記念館

／講師・片桐頼継氏（実践女子大学助

教授） ／同館（ff585-8873)

＊東京都心身障害児理解教育交流連

絡会講演会「輝かそう！子どものい

のち」 12月6日①午前 9時～正午

／四中／講師・丸山貴代氏（東京家

庭研究所）／四中（瀬川匹583-3905)

スホーツ
かざばな

＊スキークラブ風花スノーフェスタ

inのざわ 1月10日田～12日（月）※大

型バス利用。民宿泊／大人 3万 2千

円、子ども 3万円／川島（匹586-

7681)へ申込

＊日野市バドミントンミックス選手

権大会 12月21日（日）午前 9時から／

南平体育館／市内在住・在勤・在学

者対象／ 1ペア 3千円※連盟登録者

は2千円／12月 7日（日）までに所定の

用紙（南平体育館にあり）に記入し、

〒191-0052東豊田 lの55の12大西

喜美子（ff583-8369)へ

こあんない
＊遺言・相続・成年後見の無料相談

会 12月 7日（日）午後 1時～ 5時／生

活・保健センター／正しい遺言書の

作り方、相続の仕方竺／ 8人／高齢

者支援センター（石川ft586-2916)

へ申込

＊知的障害者作業所「フレンズにじ」

非常勤職員募集 知的ハンデイのあ

る方のサポート。週 2~3回勤務※

詳細は問い合わせを／同作業所（で・

晒583-9778)

＊司法書士による無料相談会「年末

ヤミ金・クレサラ110番」 12月13日

出・ 14日（日）午前10時～午後4時／電

話による相談と面談による相談※面

談は要予約／相談電話番号03-3353

-9205／面談予約電話番号03-3353

-9191（平日午前 9時～午後 5時）

※面談会場は司法書士会館（四ツ谷）

／東京司法書士会企画部（斎藤匹03

-3353-9191) 

*NPO相続なんでも相談センター

「相続・遺言無料相談会」 12月21

日（日）午後 1 時～ 5 時／勤労•青年会

館／行政書士等による相談／同セン

ター（田倉'ff0426-23 -3824) 

＊ひの社会教育センターから ► 

X'mas企画①ハンドベルコンサー

ト…12月21日（日）午後 2時～ 3時30分

②天然石アクセサリー…12月 6日(±)

午前10時～正午►小学生から高校生

のスキースクール…（宿泊） ①12月

26日絢～29日（月）②12月27日(±)~28日

（日）③12月27日(±)~29日（月）④12月31日

困～ 1月2日細／ （日帰り） ①12月

26 日絢②12月 30 日図 ►中高年スキー

•••①12月 5 日固～ 7日（日）②12月12日

画～15 日 （月）③12月 23 日的～24 日困 ►

冬休み小学生スポーツ教室・・・12月20

日(±)~28日（日） （全 6回） ►北海道物

産販売…12月 5日倫～ 6 日田 ►中高

年「網代弁天山」ハイク…12月16日

的※費用等、詳細は問い合わせを／

同センター（ff582-3136)

もよおし
＊日野の自然を守る会から ►観察

会「百草の里山」…12月 7日（日）午前

10時に百草園駅改札口集合。正午解

散※雨天中止／大人300円／筆記用

具持参／飯島（匹0426-76-8927)

► ミニ観察会「中央線沿線ウォッチ

ング44梁川駅・矢平山」…12月14日

（日）午前 7時20分に中央線高尾駅2番

線中央階段付近集合※雨天中止／大

人200円／弁当、飲み物、筆記用具、

あれば双眼鏡持参／山本（四0426-

21-0934午後 6時以降）

＊八坂みこし愛好会「チャリティー

もちつき大会」 12月 7日（日）午前11

時から※小雨実施／八坂神社／焼き

そば、野莱販売％／同愛好会（馬場

四581-3304)

＊笑栄会落語発表会 12月 7日（日）午

後 2時から／中央福祉センター／小

泉（ff586-0540)

＊劇団ひの公演「火のようにさみし

い姉がいて」 12月13日田午後 7時

30分、 14日（日）午後 2時と 7時30分、

20日国午後 3時30分と 7時30分、 21

日（日）午後2時と 7時30分／劇団「ひ

の」けいこ場／前売り一般 l千500

円、学生 1千円（当日 一般 1千700

円、学生 1千200円）※障害者手帳を

お持ちの方と65歳以上の方は無料／

同劇団（ff584-3436)

＊今年は手作りでお正月飾りを作ろ

う！ 12月13日出午後 1時～ 4時／

見晴らし台地区センター（南平） ／ 

先着30人／大人300円、小学生100円

/12月 7日(B)までに三世代ふれあい

市役所代表電話
TEL.042-585-1111 

の会（樋口ft090-6317----'-5121)へ

＊日野チャリティーフォークダンス

大会 12月 7日（日）正午～午後4時20

分／富士電機東京工場体育館／ダン

スシューズまたは体育館履き持参／

旭が丘フォークダンス会（佐藤ft583

-9931) 

＊劇団芸協公演「女子寮記」 12月

10日困～14日（日）午後 7時から※13日

は午後 2時からと 7時からの 2回。

14日は午後 2時から／劇団芸協アト

リエ（豊田）／前売り 1千500円（当日

1千800円） ／同劇団（匹587-2136)

＊全国親の会八王子大会 12月 7日

（日）午前10時30分～午後4時15分／い

ちょうホール（八王子市）／不登校、

ひきこもり、家庭内暴力、嫁姑問題％

／講師・金盛浦子氏（東京心理教育研

究所所長）叫‘/NPO法人SEPY倶楽

部（で・園03-5940-4030火曜～土曜

日午前10時30分～午後3時）へ申込

＊障害児者とクリスマスカード作り

12月13日国・ 20日田午前10時～正午

（全 2回） ／島田療育センター（多

摩市） ／4家族／ 3千円／12月10日

困までに同センター（匹042-374-

2071)へ

美術・音楽
＊南多摩退職教職員の会作品展 12 

月2日因～ 7日（日）午前10時～午後4

時※ 7日は午後 2時まで／とよだ市

民ギャラリー／絵画、写真、書、エ

芸、手芸、絵手紙％／河野（ff0426

-61-3497) 

*TAMAスケッチ同好会・水彩画

展 12月9日図～14日（日）午前10時～

午後 5時※ 9日は正午から／多摩市

関戸公民館ギャラリー／山田（ff592

-9062) 

＊天使のハーモニーハンドベルクリ

スマスコンサート 12月12日画午後

6時から／市民会館小ホール／小学

生、高校生ハンドベルチーム＆ベル

ジュレット ／齊藤（匹581-5238)

＊地域ふれあいコンサート 12月 6

日田午後 1時20分から／旭が丘小体

育館※車での来場はご遠慮を／ピア

ノ弾き語り（小田満美）とキッズエ

クササイズのダンス／上履き、筆記

用具持参／芹沢（'8'584-9140)

＊川の流れるまちコンサート 12月

23日閻午後 1時～ 4時／たんぽぽの

家（高幡） ／出演・天笑楽、美地、

田上朋子ぢ※出演者募集中／朝比奈

（云584-1940)へ申込

＊バイオリン・グループ「フィオリ

トウーラ」演奏会 12月 7日（日）午後

2時から／安養寺（下田）／曲目・レ

スピーギ「シシリアーノ」、エックレ

ス「ソナタ」ぢ／原田（ff581-1093)

＊ホームケアを支える市民の会「チ

ャリティーコンサート」 12月19日

倫午後 6時～ 7時30分／市民会館小

ホール／出演・蓼沼明子（ピアノ）、

内藤寿加子（朗読）／大人 1千500円、

小学生以下500円※全席自由／林（で

586-9051) 

＊桐朋学園チェロアンサンブル 12 

月 5日細午後 7時から／府中の森芸

術劇場／クレンゲル「讃歌」、ロ ッシ

ーニ「セビリアの理髪師」より序曲ぢ

/1千円※全席自由。前売券購入は

大学内売店で／桐朋学園大学演奏課

（ff03-3307-4158) 
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し 砂 施行

AO蘭年

I （日塁介誓謬戸言悶要） I 
※特養優先入所基準を明確化し、入所決定過程の透明性・公平性
の確保、施設入所の円滑な実施を目的とする

I 原則、本人か家族が施設へ関係書類を提出し、申し込み

↓ 

施設は、入所判断基準などを説明し、受け付け

↓ 

施設は検討委員会を設置。入所待機順位名簿を作成

第 1次評価（表l)
本人の身体の状況、介護者の状況、住宅の状況を点数化し、
11点以上の方を優先入所の必要性の高い方とする

↓ 

第2次評価

在宅サービス利用率（最近 3カ月の平均値）、施設等に入所
・入院してからの経過期間、在宅介護（生活）期間、身体・
精神的状況及び疾患等を評価し、点数化する

※この指針施行日 (12月 1日）までに、既に入所申し込みを
している待機者は、運用開始以後 1年間に限り、待機期間に
応じた加算をする (1~4点）

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
を
希
望
し
て
い
る
方
は
約
500

人
い
ま
す
。
市
で
は
、
市
内
の
介
護
保
険
施
設
関
係
者
等
か
ら
な
る
検

討
委
員
会
及
び
作
業
部
会
を
設
置
し
、
協
働
で
「
日
野
市
介
護
老
人
福

祉
施
設
入
所
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
来
年

4
月
1
日
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
所
の
仕
組
み
が
変
わ
り

ま
す
。
今
ま
で
入
所
は
申
し
込
み
順
に
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
必
要
性
の
高
い
方
が
蜃
先
し
て
入
所
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

↓ 

I入所決定 I
※この指針は厚生労働省の省令改正及び東京都特養入所指針ガイ
ドラインに基づき作成しています

■第 1次評価基準（表 1)

本人の身
体の状況

要介護度
（痴ほう等に伴う

生活・介護上の問
題行動の有無によ
リ評点 1~2を加
算）

マ
入
所
の
決
定
方
法

優
先
度
は
、
本
人
の
要
介
護
度
や
心
身

の
状
況
、
介
護
者
の
状
況
、
住
宅
の
状
況

等
を
点
数
化
し
（
第
1
次
評
価
・
表
1
)
、

各
施
設
が
設
置
し
た
入
所
検
討
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
す

（第
2
次
評
価
）
。

介護者の
状況

介護者の有無、介
護者の健康状態、
介護を手伝う者の
有無、介護者の就

労等の有無

介
護
者
が
い
る

住宅の状
況

住宅居住の継続性
住宅の介護適応性

介護度5

介護度4

介護度3

介護度2

介護度 1

痴ほう等に伴う問題行動による加算

①介護者がいない

②病気や障害、高齢である

③病弱・育児中・複数介護

④就労している

⑤大きな支障はない

⑧手伝う人がいない

住宅がない・立ち退きを求められている

住宅に介護上の問題がある

住宅に特に大きな介護上の支障はない

2
 

5
-
4
-
3
-
2
＿ー＿～

5
＿4
-
3
-
3
-
1
-
1
-
3
-2
-
1

↑
 

了
す
で
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
は

再
申
し
込
み
を

す
で
に
特
別
整
護
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入

所
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
方
も
、
改
め

て
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
ご
案
内
は
郵
送
で
お
送

り
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
の
希
望

を
継
続
す
る
方
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
返
信
し
て
く
だ
さ

、。し
そ
の
後
、
す
べ
て
の
再
申
し
込
み
希
望

の
方
を
個
別
訪
問
し
、
指
針
の
説
明
を
行

う
予
定
で
す
。
そ
の
際
、
申
し
込
み
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

烹
翫
明
会
を
開
催

．

今
回
の
新
た
な
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
入
所
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
11
①
第
1
回
…

12
月

8
日
⑲
午
後

7
時
か
ら
②
第
2
回
…
12
月
21
日
⑲
午
後

2
時
か
ら

▽
会
場
11
①
市
役
所
5
階

505
会
議
室
②
福

祉
支
援
セ
ン
タ
ー

2日的.9日的・
16日図・ 24日困
10: 00~16: 00 

5日画・ 19日固
13: 30~16: 00 

人権身の上相談
11日困・ 25日困
13: 30~16: 00 

子どもの 25日困
人権専門相談 16: 00~17: 00 

サラ金専門相談 15日侑）
※8日叩応予約を 13: 00~16: 00 

交通事故相談 12日曲
※相談日前日から予約を 13:30~16: 00 

登記相談 1¥ • :L恒： 4日困
※相談日前日から予約を'13:30~16: 00 

税務相談 24日困
※22日侑）から予約を 10: 00~16: DO 

不動産相談 ,,1 17日困
※相談日前日から予約を 13: 30~16: 00 

相続・遺言等暮ら
しの劃罰或相談 • 

5日面

13: 30~16: 00 
※組談日前日から予約を

法律相談
※相談日前日から予約を

行政相談

市役所 1階

市民相談室

※市政に対する
一般相談は毎週
月曜～金曜日の
午前8時30分～

午後 5時15分に

受け付け

市役所代表番号
匹 585-llll

※予約等の受け
付けは電話で午
前 8時30分から

※24日困の法律
相談の予約は22
日侑）に受け付
け。

1月5日旧）の登
記相談の予約は
26日釦こ受け付
け

鱈 12月の市民相談

市長相談

子育て相談
毎週月曜～金曜日
10: 00~16: 00 

今月は議会月のため相談日を設けま
せんので、手紙またはハガキで〒191 市民相談担当
-8686日野市役所市民相談担当ヘ

火曜日、祝日を除く毎日東都子ども家庭同センター
10: 00~17: 00 支援センター ff586-1171 

おおくぽ 同保育園
保育園 ff586-1172 

あさひがおか同児童館

児童館 ff586-1184 

もぐさだい
児童館

12日曲
9 : 30~11 : 00 

19日画
9 : 30~11 00 

ひらやま

児童館

26日画
9 : 30~11 : 00 

生活・保健
センター

健康課

匹5Bl-4lll

毎週月曜～金曜日
10: 00~17: DD 

教職員研究

室内

教育相談室

教育相談室
ff592-ll60 

いじめ電話相談
ff592-2782 

I 
12日向

食生活相談 13: 30~16: 30 
ほ活習慣病鄭渭l別相談）
※予約制 19日画

13: 30~16: 30 

健康相談 随時（電話予約）

消費生活相談
毎週月曜～金曜日
9 : 30~12: 00 

13: 00~15: 30 

生活・保健
センター

健康課

ff581-4111 

消費生活相談室
ff581-3556 

22日侑）
13: 30~16: 00 

毎週火曜・水曜日
火曜日： rn:00~21:00

水曜日： 9:45~16:00 

※23日・30日・ 31日を
除く

市役所1階

市民相談室

総務部庶務課

予約は
女性参画推進室へ

電話相談は
ff587-8177ヘ
※相談時間のみ

- 法律、心の悩み、ハン
日社協 曹・ ディキャップを持つ人

「くらし 》 のための外出旅行、住

なんでも相談」，、 宅改造相談を実施
ふ．？．ふ，、 ※日時は問い合わせを

中央福祉

センター

日野市社会福祉
協議会
ff584-1294 


